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一
　
貿
易
問
題
と
し
て
の
児
童
労
働

　
今
、
イ
ン
ド
の
筆
頭
輸
出
品
目
は
製
造
業
分
野
で
は
軽
工
業
品
、
と
く
に
消
費
財
が
主
力
を
占
め
て
い

る
。
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
銀
製
品
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
（
木
版
捺
染
法
に
よ

る
プ
リ
ン
ト
）
の
染
織
品
類
な
ど
が
外
貨
稼
ぎ
の
筆
頭
株
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
イ
ン
ド
北
西
部

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
の
特
産
物
、
し
か
も
伝
統
的
手
工
芸
品
と
し
て
長
い
歴
史
と
独
特
な
文
化
に
彩
ら

れ
た
、
ま
さ
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
産
品
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
生
産
す
る
地
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
は

一
九
四
七
年
、
イ
ン
ド
独
立
ま
で
藩
王
の
支
配
す
る
広
大
な
砂
漠
の
土
地
ラ
ジ
プ
タ
ー
ナ
（R

ajputana

）
と

称
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
生
れ
た
伝
統
的
手
工
芸
品
の
数
々
は
王
族
や
諸
侯
な
ど
の
領
主
が
お
も

な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
こ
れ
ら
を
作
る
工
人
は
王
族
達
の
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
た
家
族

経
営
に
よ
る
手
工
業
者
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
お
雇
い
職
人
達
で
あ
る
。
今
は
イ
ン
ド
全
土
に
そ
の
消
費
市

場
は
拡
大
す
る
が
、
生
産
と
経
営
の
基
本
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
家
族
経
営
か
ら

会
社
組
織
に
よ
る
規
模
の
拡
大
は
徐
々
に
進
む
が
大
規
模
な
機
械
生
産
に
は
な
じ
ま
な
い
。
依
然
と
し
て

手
工
業
の
業
態
が
普
通
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
産
物
の
も
つ
独
特
の
文
化
的
魅
力
は
世
界
各
国
、
と
り
わ
け

欧
米
市
場
を
と
り
こ
に
す
る
。
す
べ
て
が
伝
統
に
培
わ
れ
た
技
術
、
技
法
を
忠
実
に
守
り
、
継
承
さ
れ
、
そ
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し
て
、
な
に
よ
り
も
手
工
芸
品
と
し
て
の
美
し
い
魅
力
を
備
え
た
産
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
イ
ン
ド
伝
統

カ
ー
ペ
ッ
ト
は
欧
米
市
場
を
席
巻
し
始
め
る
と
、
そ
こ
に
児
童
労
働
の
隠
れ
た
姿
に
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。

生
産
の
現
場
に
悲
惨
な
児
童
労
働
の
現
実
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
驚
く
べ
き
低
賃
金
が
「
貿
易

財
」
の
な
か
に
隠
さ
れ
欧
米
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
市
場
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
め
、

開
放
体
制
へ
の
移
行
を
宣
言
し
た
イ
ン
ド
経
済
は
「
不
公
正
な
労
働
慣
習
」
と
非
難
さ
れ
る
児
童
労
働
問

題
を
か
か
え
て
の
困
難
な
船
出
と
な
る
。

　
本
章
で
は
、
輸
出
工
芸
品
、
と
く
に
一
、
宝
石
装
飾
品
、
二
、
伝
統
的
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
三
、
ブ

ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
な
ど
染
織
品
の
生
産
現
場
に
見
る
児
童
労
働
の
存
在
形
態
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
が

輸
出
品
と
し
て
欧
米
市
場
に
送
り
出
さ
れ
る
姿
を
見
る
。
生
産
と
貿
易
に
隠
さ
れ
た
児
童
労
働
の
問
題
を

伝
統
技
能
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
れ
は
不
就
学
児
童
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
「
労
働
市
場
」
と
い
う
基
本
的
な
特
徴
を
持
つ
事
例
で
あ
り
、
二
章
で
扱
う
シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工

女
の
事
例
と
同
じ
で
あ
る
。
同
類
の
地
場
産
業
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
生
産
と
労
働
の
制
度
化
さ
れ
た
諸

慣
習
、
い
わ
ば
封
建
時
代
の
ギ
ル
ド
制
の
枠
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
。
そ
の
今
日
的
解
釈

が
問
題
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
長
い
歴
史
の
な
か
で
完
成
さ
れ
た
技
法
・
技
術
と
職
人
あ

る
い
は
、
工
人
の
関
わ
り
方
を
伝
統
の
技
能
継
承
、
債
務
労
働
、
そ
し
て
不
就
学
の
関
連
で
検
討
し
た
い
。
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現
地
調
査
の
過
程
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
産
物
に
固
有
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
注
意
深
く
観
察
し
、
主
た
る
調
査

の
力
点
を
子
ど
も
の
労
働
投
入
が
必
要
と
さ
れ
る
技
術
的
条
件
の
態
様
と
そ
の
解
釈
に
お
く
こ
と
に
し
た
。

　
独
立
後
、
藩
王
統
治
の
時
代
が
終
わ
り
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
た
工
人
達
は
パ
ト
ロ
ン
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
広
く
「
市
場
」
と
い
う
新
た
な
経
済
活
動
の
場
が
出
現
し
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
工
芸

品
を
作
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
パ
ト
ロ
ン
は
政
府
に
代
わ
る
。
砂
漠
の
地
一
帯
に
点
在
す
る
産
地
は
そ

れ
を
構
成
す
る
元
大
小
藩
王
の
居
城
、
そ
の
下
の
工
人
の
ギ
ル
ド
組
織
を
そ
っ
く
り
温
存
す
る
形
で
手
工

業
の
振
興
と
い
う
開
発
目
的
の
た
め
に
資
金
・
組
織
・
政
策
の
面
で
手
厚
い
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

数
々
の
優
れ
た
手
工
芸
品
は
市
場
を
通
じ
て
都
市
の
富
裕
層
や
海
外
の
消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
。
こ
の
生

産
活
動
、
あ
る
い
は
別
言
す
る
と
、
こ
の
工
芸
品
に
体
化
さ
れ
た
伝
統
の
価
値
継
承
と
い
う
活
動
が
今
、
国

境
を
越
え
て
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
九
〇
年
代
初
め
、
欧
米
市
場
に
登
場
し
だ
し
た
こ
れ
ら
工
芸
品
の

製
作
に
は
砂
漠
の
子
ど
も
達
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
よ
う
に
な
る
。
児
童
労
働
は
国
際

貿
易
の
枠
組
み
の
な
か
で
指
弾
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
そ
の
第
一
弾
で
あ
る
。
問
題
の
背

後
に
は
こ
の
砂
漠
の
地
に
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
慣
習
化
さ
れ
た
徒
弟
制
度
が
根
づ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

を
可
能
と
す
る
社
会
の
階
層
制
が
固
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
非
都
市
社
会
の
経
済
的

停
滞
と
貧
困
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
が
相
互
に
あ
い
ま
っ
て
子
ど
も
達
を
債
務
労
働
の
現
場
に
追
い
や
る
、
と
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い
う
構
図
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
砂
漠
の
地
に
た
っ
て
組
み
立
て
た
事
例
調
査
の
大
き
な
枠
組
み
で
あ
る
。

二
　
砂
漠
の
地
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
へ

　
タ
ー
ル
砂
漠
に
築
か
れ
た
大
小
の
元
藩
王
国
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
人
々
を
魅
了
し

尽
く
す
伝
統
と
文
化
の
遺
産
が
た
た
ず
む
。H

avelis

と
呼
ば
れ
る
都
市
住
居
の
建
築
物
、
今
は
ヘ
リ
テ
ッ

ジ
・
ホ
テ
ル
（H

eritage
H

otel

）
と
し
て
使
わ
れ
る
数
々
の
個
性
豊
か
な
宮
殿
（
サ
モ
ッ
ド
パ
レ
ス
は
そ
の
ひ

と
つ
）
、
こ
れ
ら
に
描
か
れ
た
壁
画
の
数
々
、
そ
し
て
、
博
物
館
や
美
術
館
で
は
、
こ
の
砂
漠
の
地
が
生
み

出
し
た
手
工
芸
品
の
傑
作
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
の
博
物
館
（C

entralM
useum

,C
ity

Palace
M

useum
,R

aj.G
overnm

entH
andicraftE

m
porium

,M
useum

ofIndology

）
に
は
藩
王
国
時
代
（
一

九
四
九
年
ま
で
）
に
製
作
さ
れ
た
数
々
の
美
術
・
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
木
版
捺
染
法
に
よ
る
染
織

工
芸
品
、
刺
し
ゅ
う
を
施
し
た
デ
ザ
イ
ン
豊
か
な
布
地
、
数
々
の
民
族
衣
装
（
王
族
・
諸
侯
か
ら
一
般
庶
民

ま
で
）
、
宝
飾
品
、
ム
ガ
ー
ル
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
皮
革
製
品
、
ス
ト
ー
ン
・
カ
ー
ビ
ン
グ
、
陶
器
類
、
な
ど
、

伝
統
あ
る
工
芸
品
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
を
調
べ
る
う
ち
に
次
第
に
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
一
、
歴
史
の
あ
る
工
芸
品
で
あ
る
こ
と
、
二
、
ギ
ル
ド
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写真：サモッド宮殿ホテル（Samode Palace）シェイカワティ地域調査の拠点
　　　ホテル
撮影：筆者【写真番号：03 002】

制
（
同
業
組
合
）
の
も
と
に
主
と
し
て
パ
ト
ロ
ン
の

藩
王
貴
族
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
、
三
、
生
産
工

程
の
主
要
部
分
は
手
作
業
に
よ
る
こ
と
、
四
、
工

人
の
伝
統
的
技
術
・
技
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ

と
、
五
、
原
材
料
は
昔
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
も

の
に
限
る
こ
と
、
そ
し
て
、
六
、
あ
る
特
定
の
地

域
で
産
地
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
つ
て
の
藩
王
国
、今
は
連
邦
国
家
の
一
州
ラ
ー

ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
の
州
都
ジ
ャ
イ
プ
ル
（Jaipur

）

へ
は
陸
路
、
デ
リ
ー
、
ま
た
は
、
ア
ー
グ
ラ
の
二

方
向
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
は
、
イ
ン
ド
の
首
都
デ
リ
ー
と
ム
ン
バ
イ

を
結
ぶ
幹
線
道
路
、
国
道
八
号
を
経
由
す
る
北
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
約
二
〇
〇
キ
ロ
）
。
最
初
に
こ
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ラージャスターン州
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写真：シェイカワティの農婦

の
道
を
経
験
し
た
九
〇
年
代
初
め
、
デ
リ
ー
の
近
郊
グ

ル
ガ
オ
ン
（G

urgaon

）
付
近
は
よ
う
や
く
巨
大
な
工
場

団
地
が
出
現
し
よ
う
と
す
る
時
期
で
あ
る
。
悪
路
と
渋

滞
、
建
設
現
場
の
騒
音
と
悪
臭
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
放

置
さ
れ
た
事
故
車
両
の
障
害
物
な
ど
、
や
っ
と
の
思
い

で
通
り
抜
け
た
記
憶
だ
け
が
残
る
。
九
〇
年
代
終
わ
り

ご
ろ
、
同
じ
国
道
沿
線
は
日
本
の
自
動
車
製
造
工
場
や

真
新
し
い
高
層
住
宅
街
が
あ
ふ
れ
る
一
大
工
業
地
帯
へ

と
変
貌
を
と
げ
て
い
た
。
急
速
な
工
業
化
、
都
市
化
の
波
が
国
道
八
号
線
に
そ
っ
て
南
下
し
て
い
る
。
目
に

み
え
る
変
化
が
進
行
し
て
い
る
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
と
の
州
境
に
あ
る
チ
ェ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
過
ぎ
る
と
「
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
（Shekhavati

）
」
が
広
が
　（

１
）

る
。　

　
タ
ー
ル
砂
漠
に
近
い
チ
ュ
ー
ル
ー
県
（C

huru

）
の
、
あ
る
村
で
農
作
業
中
の
婦
人
に
出
会
っ
た
。
両
腕

に
二
種
類
の
腕
輪
を
つ
け
て
い
る
。
本
人
に
聞
く
と
、
一
つ
は
夫
へ
の
貞
節
・
献
身
の
証
、
も
う
一
つ
は

領
主
へ
の
感
謝
・
忠
誠
の
証
、
と
い
う
。
砂
漠
の
民
、
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
族
の
装
飾
文
化
の
な
か
に
伝
統
と

歴
史
を
想
起
さ
せ
る
に
十
分
な
出
会
い
で
あ
る
。
地
図
に
は
見
あ
た
ら
な
い
歴
史
上
の
地
名
、
シ
ェ
イ
カ
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ワ
テ
ィ
と
は
一
二
の
小
都
市
を
あ
わ
せ
持
つ
広
域
地
名
（
シ
ェ
イ
カ
の
庭
園G

arden
ofShekha

）
を
い
う
。

一
五
世
紀
（
一
四
三
三
〜
八
八
）
、
ア
ン
バ
ー
・
ジ
ャ
イ
プ
ル
王
国
の
一
部
と
し
て
家
臣
団
（
領
主
）R

ao

Shekha

の
支
配
・
統
治
し
た
地
域
で
あ
り
つ
ぎ
の
一
二
都
市
か
ら
な
る
。
筆
者
の
調
査
対
象
は
斜
線
・
太

字
で
示
す
。

　Sam
ode,

Sikar,
N

aw
algarh,

Parasram
pura,

D
unlod,

M
andaw

a,
Jhunjhunu,

B
aggar,

Fatehpur,R
am

garh,M
ehensar,L

achhm
angarh.

　
こ
の
地
域
は
ま
た
、
マ
ー
ル
ワ
リ
財
閥
を
築
き
上
げ
た
商
人
達
の
出
身
地
・
故
郷
と
し
て
イ
ン
ド
産
業
発

達
史
に
記
憶
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
は
一
八
世
紀
ご
ろ
ま
で
中
東
と
中
国
を
結
ぶ
東
西
通
商
ル
ー

ト
の
要
衝
、
タ
ー
ル
砂
漠
の
「
駱
駝
市
」
が
繁
栄
を
極
め
た
地
域
で
あ
る
。
今
も
そ
の
名
残
の
「
市
」
が

開
か
れ
る
と
い
う
。
マ
ー
ル
ワ
リ
商
人
（M

arw
aris

）
の
祖
先
達
は
こ
こ
で
財
を
成
し
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

ド
会
社
の
イ
ン
ド
進
出
に
と
も
な
い
、
次
第
に
ボ
ン
ベ
イ
や
カ
ル
カ
ッ
タ
に
居
住
の
場
を
移
し
た
。
一
九

世
紀
初
頭
に
は
金
融
資
本
家
と
し
て
財
閥
の
地
位
を
確
立
す
る
。
故
郷
を
離
れ
た
財
閥
家
族
、
兄
弟
達
は

成
功
の
証
と
し
て
故
郷
に
「
錦
」
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
寺
院
の
建
立
、
豪
華
な
館
（H

aveli

）
の

建
設
、
学
校
の
建
設
、
公
共
用
の
井
戸
な
ど
、
こ
ぞ
っ
て
故
郷
の
村
々
に
寄
贈
し
た
【
写
真
番
号03

020

】
。

　
こ
こ
に
み
る
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
は
満
身
を
原
色
豊
か
な
サ
リ
ー
と
数
々
の
銀
製
装
飾
品
を
身
に
ま
と
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う
農
婦
達
と
の
遭
遇
が
あ
る
。
農
作
業
に
励
む
一
団
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
近
く
ま
で
忍
び
寄
る
工
業
化
の

波
と
は
ま
だ
無
縁
の
よ
う
に
み
え
る
。
彼
女
ら
は
迫
り
つ
つ
あ
る
社
会
変
化
の
鼓
動
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
二
つ
目
の
ル
ー
ト
は
、
ア
ー
グ
ラ
（A

gra

）
か
ら
西
方
向
へ
一
直
線
に
延
び
る
国
道
、
農
業
地
帯
を
走
り

抜
け
る
十
数
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
（
約
二
四
〇
キ
ロ
）
。
州
境
に
近
く
、
原
色
の
サ
リ
ー
姿
の
農
婦
達
を
見
た

と
き
、
瞬
時
に
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
風
を
感
じ
る
。
州
境
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
過
ぎ
た
瞬
間
で
あ
る
。

こ
の
道
は
そ
の
昔
、
藩
王
国
の
時
代
、
ジ
ャ
イ
プ
ル
の
工
芸
品
、
宝
石
や
木
綿
製
品
、
モ
ス
リ
ン
な
ど
が

ア
ー
グ
ラ
な
ど
の
王
宮
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
歴
史
の
あ
る
街
道
で
も
あ
る
。
そ
の
産
品
を
作
る
子
ど
も
達

を
探
す
ジ
ャ
イ
プ
ル
へ
の
道
で
も
あ
る
。
目
的
地
、
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
地
域
の
誇
る

工
芸
産
品
の
一
大
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
の
感
が
あ
る
。
高
級
な
宝
石
の
宝
飾
品
、
ペ
ル
シ
ャ
系
統
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
伝
統
的
な
木
版
プ
リ
ン
ト
染
め
な
ど
、
す
べ
て
外
貨
稼
ぎ
の
主
役
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
安
価
な
日

常
生
活
用
の
産
品
は
町
中
の
市
場
に
あ
ふ
れ
る
。
二
回
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
調
査
は
ほ
と
ん
ど
が
地
元

研
究
者
と
通
訳
を
介
し
て
の
観
察
と
聞
き
取
り
調
査
で
あ
っ
た
。
資
料
や
デ
ー
タ
の
乏
し
い
困
難
な
調
査
、

な
に
よ
り
も
児
童
労
働
を
生
産
の
現
場
に
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
事
例

調
査
の
対
象
と
し
て
集
中
的
に
取
り
あ
げ
た
三
つ
の
産
地
と
伝
統
工
芸
品
は
、
（
１
）
シ
ェ
カ
ワ
テ
ィ
地
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域
の
サ
モ
ッ
ド
、
シ
カ
ー
ル
、
ラ
タ
ン
ガ
ル
各
町
村
に
広
が
る
銀
製
宝
飾
品
類
、
（
２
）
同
じ
く
チ
ュ
ー

ル
ー
県
一
帯
、
と
く
に
ラ
タ
ン
ガ
ル
農
村
部
と
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
郊
外
農
村
部
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
そ
し
て
、

（
３
）
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
郊
外
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
町
の
木
版
プ
リ
ン
ト
染
織
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
世
界
市
場
と
結

ば
れ
る
産
地
と
産
物
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
伝
統
工
芸
品
」
と
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
か
を
簡
単
に
の
べ
て
お
き
た
い
。
地

域
社
会
の
構
成
や
そ
こ
に
生
き
る
工
人
（
ク
ラ
フ
ト
職
人C

raftsm
an

）
、
さ
ら
に
は
、
工
芸
品
の
特
徴
か
ら

お
よ
そ
三
種
類
の
類
型
が
あ
る
と
い
　（

２
）

う
。　

①
特
定
の
地
域
性
を
も
つ
工
芸
品

　
地
域
信
仰
の
祭
事
や
村
の
祝
祭
行
事
に
使
わ
れ
る
も
の
、
た
と
え
ばD

eepavali,B
ihu,D

urga
Pooja

（
西
ベ
ン
ガ
ル
）
な
ど
が
あ
る
。
祭
り
の
衣
装
（
縫
製
職
人
）
、
装
飾
品
（
ジ
ュ
エ
リ
ー
細
工
職
人
）
、
女
神
な

ど
の
ご
神
体
（
木
彫
り
・
石
彫
り
・
粘
土
職
人
な
ど
）
が
カ
ー
ス
ト
を
異
に
す
る
職
人
達
の
共
同
作
業
で
作

ら
れ
る
。
現
地
調
査
の
対
象
と
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
宝
飾
品
の
数
々
は
シ
ェ
カ
ワ
テ
ィ
地
域

を
構
成
す
る
多
く
の
部
族
社
会
と
カ
ー
ス
ト
階
層
か
ら
構
成
さ
れ
た
異
民
族
融
合
の
産
物
で
あ
る
。
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②
巡
礼
地
に
発
達
し
た
宗
教
性
の
高
い
工
芸
品

　
寺
院
や
信
仰
祭
事
あ
る
い
は
巡
礼
者
の
着
衣
・
装
身
具
な
ど
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー

ン
ア
ジ
メ
ル
・
シ
ャ
リ
フ
（A

jm
er

Sharif

）
は
モ
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
の
巡
礼
地
で
あ
り
、
ま
た
、

近
接
す
る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
ハ
ジ
・
ピ
ル
・
メ
ラ
（H

ajiP
ir

M
ela

）
は
宗
派
を
問
わ
な
い
一
大
巡
礼
地

と
し
て
有
名
で
あ
り
、
毎
年
参
拝
に
訪
れ
る
膨
大
な
人
員
の
巡
礼
者
に
民
芸
品
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
（
元
ベ
ナ
レ
ス
）
で
は
巡
礼
者
向
け
の
法
事
用
織
布
、
装
身
具
、
宗

教
関
連
の
工
芸
品
な
ど
一
大
産
地
を
形
成
し
て
い
る
。
調
査
対
象
の
地
域
と
し
て
は
往
時
の
ラ
ジ
プ
タ
ー

ナ
藩
王
国
中
心
地
ジ
ャ
イ
プ
ル
地
域
に
そ
の
起
源
を
も
つ
染
織
と
染
織
品
で
あ
る
。
と
く
に
宗
教
儀
式
に

用
い
ら
れ
る
天
蓋
、
掛
布
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

③
特
定
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
工
人
で
、
特
定
技
巧
・
技
能
の
専
門
家
に
よ
る
市
販
用
の
工
芸
品

　
長
期
間
の
見
習
い
過
程
を
経
て
徒
弟
制
度
の
も
と
に
工
人
の
地
位
を
得
る
。
た
と
え
ば
、Julaham

ま

た
は
、Vankar

（
織
物
職
人
）
、R

angrez
（
染
物
職
人
）
、K

hatri

（
印
刷
職
人
）
、Sonar

（
鍛
冶
職
人
）
な

ど
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
サ
ブ
・
カ
ー
ス
ト
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
工
具
と
技
法
を
使
う
。

調
査
対
象
の
地
域
と
し
て
は
広
く
、
シ
ェ
カ
ワ
テ
ィ
一
帯
、
産
物
は
と
く
に
、
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
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ト
と
し
て
分
類
さ
れ
る
二
種
類
、
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
お
よ
び
手
織
り
ウ
ー
ル
・
ド
ゥ
ー
リ
ー
が
あ
る
。

三
　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
宝
飾
品
の
産
地

　
こ
の
地
域
一
帯
に
は
数
々
の
銀
製
宝
飾
品
を
作
る
仕
事
場
（
工
房
）
が
存
在
す
る
。
銀
の
含
有
量
九
二
・

五
％
以
上
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
製
品
を
産
す
る
広
域
産
地
で
あ
る
。
精
巧
な
技
と
伝
統
の
デ
ザ
イ

ン
で
有
名
な
ラ
タ
ン
ガ
ル
（R

atangarh

）
と
い
う
小
都
市
が
あ
る
。
デ
リ
ー
か
ら
南
下
し
間
も
な
く
、
州
境

を
越
え
る
と
右
手
に
広
が
る
広
大
な
、
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
三
角
地
帯
が
タ
ー
ル
砂
漠
に
向
け
て

展
開
す
る
。
前
述
し
た
通
り
か
つ
て
ジ
ャ
イ
プ
ル
藩
（
王
国
）
に
仕
え
た
家
臣
団
「
シ
ェ
イ
ク
」
の
治
め
る
地

の
広
域
呼
称
で
あ
る
。
サ
モ
ッ
ド
（Sam

ode

）
、
シ
カ
ー
ル
（Sikar

）
、
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ヌ
ゥ
（Jhunjhunu

）
、

マ
ン
ダ
ワ
（M

andaw
a

）
な
ど
す
べ
て
小
領
主
の
城
下
町
、
い
ず
れ
の
町
に
も
銀
製
品
の
工
房
が
無
数
に
あ

る
。
地
元
出
身
の
旅
行
作
家
Ｔ
・
パ
ン
デ
イ
女
史
（TriptiPandey

）
は
こ
の
地
域
一
帯
で
つ
く
ら
れ
る
銀

製
装
身
具
の
数
々
を
収
集
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

K
anta

（N
ose

ring

鼻
輪
）

B
azuband

（A
rm

let

腕
輪
）
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B
azu

chud

（A
long

arm
let

腕
輪
）

Pahaunchi

（B
eaded

w
ristlet

ビ
ー
ズ
製
腕
輪
）

K
ada

（A
pair

of
heavy

and
thick

bangle

バ
ン

グ
ル
一
対
）

B
angadi

（Tw
o

parthinged
bracelet

ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
二
箇
所
留
め
）

M
uthia

（C
u
ffs

カ
フ
ス
）

H
athphool

（H
and

ornam
ent

for
back

of
the

hand
w

ith
rings

for
fingers

and
thum

b

）
手
首

の
装
飾
（
親
指
と
薬
指
二
個
の
宝
石
指
輪
を
手
首

に
回
し
た
チ
ェ
ー
ン
で
結
ぶ
装
飾
）

B
inti

（R
ing

指
輪
）

B
el

（Spiralring

ス
パ
イ
ラ
ル
指
輪
）

K
ankati/Tagadi

（W
aistband

ウ
エ
ス
ト
　
　
　

用
バ
ン
ド
）
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K

ada

（Tw
o

partanklets

ア
ン
ク
レ
ッ
ト
二
箇
所
留
め
）

K
adi

（Fitting
rigid

anklets

ア
ン
ク
レ
ッ
ト
固
定
型
）

Pazeb

（Flexible
silverchain

anklets

ア
ン
ク
レ
ッ
ト
銀
製
チ
ェ
ー
ン
留
め
）

B
ichuda

（Toe
rings

足
指
用
リ
ン
グ
）

１
　
村
の
鍛
冶
屋
と
職
人

　
作
業
小
屋
は
村
の
鍛
冶
職
人
（
工
人
）
一
人
と
簡
単
な
工
具
一
式
だ
け
の
簡
素
な
村
の
工
房
で
あ
る
。
こ

こ
が
村
の
女
性
を
飾
る
数
々
の
宝
飾
を
生
み
出
す
舞
台
で
あ
る
。
城
下
町
に
長
い
年
月
を
経
て
根
づ
い
た

銀
細
工
製
法
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
鍛
冶
職
人
は
自
分
の
属
す
る
カ
ー
ス
ト
階
層
の
顧

客
の
み
を
対
象
と
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
伝
承
す
る
デ
ザ
イ
ン
、
装
飾
の
形
式
、
さ
ら
に
は
原
材

料
の
種
類
、
と
く
に
銀
含
有
量
な
ど
を
忠
実
に
守
る
。
原
材
料
は
顧
客
農
民
が
持
ち
込
む
再
生
品
や
、
古

く
は
英
領
イ
ン
ド
で
流
通
し
た
銀
貨
な
ど
が
使
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
で
鋳
造
さ
れ
た
銀
貨

一
枚
の
値
段
交
渉
の
場
面
を
み
た
。
婦
人
客
は
腕
輪
ペ
ア
を
作
る
に
十
分
な
値
打
ち
だ
と
主
張
を
変
え
る

こ
と
な
く
延
々
と
交
渉
が
続
い
て
い
た
。
印
象
に
残
る
光
景
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
鍛
冶
職
人
の
後
ろ
に
は
隠
れ
る
よ

う
に
し
て
作
業
の
手
伝
い
を
す
る
子
ど
も
の
姿
が

あ
っ
た
。
職
人
の
手
が
と
ま
っ
た
こ
ろ
聞
き
取
り

の
質
問
を
は
じ
め
た
。
子
ど
も
は
職
人
見
習
い
と

し
て
同
郷
の
、
同
じ
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
知
人
か

ら
あ
ず
か
り
、
原
材
料
の
仕
分
け
や
搬
出
・
入
、
さ

ら
に
は
素
材
段
階
の
銀
製
品
の
化
学
処
理
、
成
分

分
解
・
計
量
な
ど
の
作
業
を
割
り
当
て
て
い
る
と

い
う
。
年
齢
は
答
え
な
い
。
同
行
の
現
地
通
訳
は

お
よ
そ
一
二
歳
前
後
、就
学
の
形
跡
は
な
い
、と
い

う
。
こ
の
形
態
の
不
就
学
児
童
労
働
は
決
し
て
珍

し
く
な
い
、
広
く
一
般
化
し
た
現
象
と
い
う
。
銀

製
装
飾
品
へ
の
執
着
は
単
に
女
性
美
の
追
求
と
い

う
審
美
的
趣
向
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
社
会
の

不
安
定
や
騒
擾
・
混
乱
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
自
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己
防
衛
の
た
め
の
貯
蓄
形
態
で
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
貯
蓄
性
の
あ
る
資
産
は
す
べ
て
装
飾
品
と
し
て
身
に

ま
と
う
と
い
う
乱
世
の
時
代
の
知
恵
で
あ
ろ
う
。
鍛
冶
職
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
銀
貨
一
枚
の
値
踏
み

交
渉
の
激
し
さ
に
銀
製
装
身
具
に
隠
さ
れ
た
貯
蓄
の
姿
を
見
る
思
い
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
観
察
は
い
く
つ
か
の
城
下
町
に
み
る
工
房
に
お
お
む
ね
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
つ
の

共
通
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
村
々
の
銀
製
品
を
支
え
る
需
要
構
造
に
は
カ
ー
ス
ト
階
層
に
固
有
の
伝
統
と

し
き
た
り
が
堅
く
ま
も
ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
二
つ
は
、
生
産
の
シ
ス
テ
ム
は
同
じ

よ
う
に
同
一
の
カ
ー
ス
ト
所
属
と
い
う
枠
の
も
と
、
職
人
と
見
習
い
の
子
ど
も
は
い
わ
ば
徒
弟
関
係
の
か

た
ち
を
作
り
上
げ
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
徒
弟
関
係
は
農
村
貧
困
の
実
態
を
考
慮

す
れ
ば
ま
さ
に
、
債
務
労
働
の
実
態
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
工
人
（sunar

）
は
鍛
冶
職
人
で

あ
り
、
商
人
（
質
屋
）
、
さ
ら
に
は
金
貸
し
業
も
営
む
村
の
名
士
で
す
ら
あ
る
。
村
の
子
ど
も
達
が
債
務

労
働
に
追
い
込
ま
れ
る
一
つ
の
有
力
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
ギ
ル
ド
組
織
に
よ
る
こ
と

が
多
い
。
債
務
労
働
を
長
期
に
わ
た
り
固
定
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
方
の
村
々
に
は
こ
の
よ
う
な
、
技
能
継
承
と
債
務
労
働
と
い
う
二
重
の
仕
組
み
が
制
度
化
さ
れ
た

社
会
が
広
が
る
。

　
さ
ら
に
調
査
は
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
の
内
陸
部
に
あ
る
小
さ
な
城
下
町
ラ
タ
ン
ガ
ル
に
向
か
う
。
タ
ー
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写真：ラタンガル・アンクレット（Anklets from Ratangarh）
　　　銀含有量 92.5 ％
提供：Exotic India 社

ル
砂
漠
の
外
延
部
に
位
置
す
る
砂
埃
の
舞
う
国
道
沿
い
の
小
都
市
で

あ
る
。
歴
史
は
一
八
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
研
究

の
中
心
地
と
い
う
。
タ
ー
ル
砂
漠
は
指
呼
の
距
離
に
あ
り
、
イ
ン
ド

初
の
核
実
験
が
行
な
わ
れ
た
ポ
カ
ラ
ン
（Pokaran

）
へ
つ
な
が
る
砂

漠
道
が
あ
る
。
町
の
工
房
は
や
や
規
模
の
大
き
い
、
工
芸
作
品
を
制

作
し
て
い
る
よ
う
な
構
え
を
も
つ
。
デ
リ
ー
在
住
の
あ
る
工
房
作
家

の
紹
介
を
え
て
目
的
の
工
房
を
訪
ね
た
。
ラ
タ
ン
ガ
ル
の
銀
製
品
は

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
高
品
質
の
宝
石
装
飾
品
ば
か
り
で
あ
る
。
以

前
に
み
た
村
の
鍛
冶
職
人
が
作
る
銀
製
品
は
農
村
の
日
常
生
活
用
品

で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
タ
ン
ガ
ル
の
製
品
は
、
き
わ
め
て
工
芸
価
値

の
高
い
世
界
商
品
と
評
価
さ
れ
る
銀
製
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ば
か
り
で
あ

る
。
名
品
の
一
つ
、
ラ
タ
ン
ガ
ル
・
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
の
製
作
に
要
す

る
日
数
は
五
十
日
と
い
う
。
こ
の
銀
製
品
の
傑
作
を
手
に
と
る
た
び

に
砂
漠
の
町
に
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
技
、
そ
れ
を
支

え
る
銀
職
人
と
子
ど
も
の
顔
が
よ
み
が
え
る
。
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２
　
宝
飾
品
製
作
過
程
と
技
能
継
承
―――
砂
塵
の
舞
う
村
々
に
見
る

　
親
か
ら
子
へ
、
親
方
か
ら
弟
子
へ
と
工
芸
品
製
作
の
技
能
、
技
法
は
仕
事
場
で
の
実
践
を
通
じ
て
行
わ

れ
る
。
ど
の
作
業
現
場
に
も
成
人
の
工
人
（
職
人
）
と
子
ど
も
の
見
習
い
や
補
助
人
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

不
就
学
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。
徒
弟
制
度
の
も
と
で
の
技
能
移
転
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
特
定

の
工
芸
品
を
選
び
、
そ
の
製
作
過
程
を
構
成
す
る
い
く
つ
か
の
技
法
（
技
能
・
熟
練
）
を
判
別
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
担
い
手
・
工
人
の
社
会
的
属
性
（
カ
ー
ス
ト
）
な
ど
、
技
能
移
転
の
結
節
点
を
探
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
あ
る
。
以
下
に
、「
未
熟
練
労
働
」
の
子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
に
特
有
の
一
連
の
製
作
過
程

の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
個
別
作
業
を
担
う
こ
と
が
可
能
か
を
観
察
し
た
結
果
を
記
す
。

ⅰ
ミ
ー
ナ
カ
リ
（M

eenakari

）
、
ま
た
は
、
エ
ナ
メ
ル
焼
付
け
技
法
（
バ
ン
グ
ル
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
）

　
一
六
世
紀
ム
ガ
ー
ル
帝
国
時
代
、
ラ
ホ
ー
ル
（Lahore

、
パ
キ
ス
タ
ン
の
古
都
）
か
ら
エ
ナ
メ
ル
職
人
を
呼

び
寄
せ
、
当
時
の
最
高
技
法
を
ジ
ャ
イ
プ
ル
に
定
着
さ
せ
た
と
い
う
由
来
が
あ
る
。
主
な
産
地
はJaipur,

B
ikaner,U

daipu,Jodhpur

な
ど
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
南
西
部
の
王
国
都
市
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
ご
ろ

の
木
版
画
に
は
エ
ナ
メ
ル
工
房
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（R

ajasthan:E
very

M
an

G
uides,L

ondon

）
。
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写真：ミーナカリバングル。エメラルド、
　　　ダイアモンド、トルコ石など原石
　　　の採掘・加工・研磨には子ども達の
　　　労働が欠かせない。
提供：Exotic India 社

三
人
の
若
い
見
習
い
職
人
が
宝
飾
品
の
型
を
作
り
、
装
飾
の
絵
柄

を
彫
り
こ
み
、
エ
ナ
メ
ル
を
絵
付
け
す
る
。
親
方
工
人
（
老
人
）
は

こ
れ
を
土
窯
（
キ
ル
ンbhatti

）
の
火
の
な
か
で
注
意
深
く
焼
き
を

い
れ
る
。
今
も
変
わ
ら
な
い
製
法
で
あ
る
。
若
い
見
習
い
職
人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
、
す
な
わ
ち
、
成
型
・
絵
柄
の
彫
り
込
み
、
絵

付
け
な
ど
の
個
別
技
法
を
習
得
し
、
そ
し
て
一
定
期
間
を
へ
て
全

体
の
シ
ス
テ
ム
技
法
を
会
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

ⅱ
ク
ン
ド
ゥ
カ
リ
（K

undkari

）
、
ま
た
は
石
（
宝
石
）
彫
り
技
法

（
指
輪
な
ど
宝
石
加
工
品
な
ど
）

　
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
特
産
の
宝
石
、
希
少
石
、
た
と
え
ば
、
ヒ
ス
イ
、
ル
ビ
ー
、
エ
メ
ラ
ル
ド
、
ト
パ

ス
、
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
西
部
特
産
の
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ト
ル
コ
石
な
ど
に
細
密

な
彫
り
を
ほ
ど
こ
し
、
こ
れ
を
金
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
枠
組
み
に
埋
め
込
む
。
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
独
特
の

技
法
と
い
う
。
子
ど
も
達
や
若
い
見
習
い
職
人
は
宝
石
の
原
石
を
選
別
・
裁
断
す
る
作
業
に
あ
た
る
。
熟

練
度
の
高
い
子
ど
も
は
つ
ぎ
の
プ
ロ
セ
ス
、
研
磨
と
成
型
の
作
業
に
移
る
。
こ
こ
に
も
技
法
習
得
の
長
い
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写真：エメラルドネックレス（左）トルコ石ペンダント（右）
提供：筆者　個人蔵

プ
ロ
セ
ス
と
厳
し
い
作
業
環
境
が
あ
る
。

ⅲ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
の
純
度
規
格
（
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
、

バ
ン
グ
ル
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
宝
石
装
身
具
）

　
銀
含
有
量
九
二
・
五
％
基
準
を
確
保
す
る
た
め
に
銀
職
人
（
鍛

冶
）
は
同
業
組
合
（
ギ
ル
ド
）
の
定
め
る
厳
し
い
ル
ー
ル
を
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
ら
の
銀
職
人
と
し
て
の
自
負
と
誇

り
が
あ
る
。
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
銀
素
材
は
中
古
品
や
リ
サ

イ
ク
ル
品
な
ど
が
多
く
使
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
選
別
・
計
量
・

化
学
処
理
の
作
業
は
子
ど
も
達
の
作
業
と
な
る
。
同
郷
の
同
一

階
層
の
子
ど
も
達
が
働
く
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
指

定
ト
ラ
イ
ブ
、B

arm
er,B

hilw
ara,A

lw
ar

地
域
のM

eo

族
の

装
身
具
は
ど
れ
も
際
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
型
に
特
徴
が
あ
る
。

ア
ル
ワ
ー
（A

lw
ar

）
出
身
の
鍛
冶
職
人
の
仕
事
場
で
は
若
い
見

習
い
も
、
雑
役
の
子
ど
も
も
す
べ
て
同
郷
の
出
身
者
で
占
め
る
。
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写真：ラタンガル指輪付ブレスレット（銀
含有量 92.5% Sterling Silver）40 g。指輪
（薬指）とブレスレッドを銀製チェーンで結
ぶ銀線状細工（すかし細工）。奴隷のよう
に結ばれたブレスレット（Slave bracelet）
とも呼ぶ。
提供：Exotic India 社

ま
た
、
顧
客
は
自
身
と
同
一
の
指
定
部
族
で
あ
る
。
こ

れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
精
製
の
技
法
が
同
一

の
部
族
社
会
の
な
か
で
世
代
間
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
地
方
に

は
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
、
多
く
の
宝
飾

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
ス
タ
ー
リ

ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
製
の
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
が
あ
る
。
藩
王

国
時
代
、
王
侯
貴
族
の
婦
人
が
身
に
つ
け
た
工
芸
美
術

品
ク
ラ
ス
の
も
の
か
ら
、
一
般
庶
民
の
日
常
品
に
い
た

る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
、
意
匠
、
品
質
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ド
ラ
マ
を
つ
く
り
あ
げ
、
ま
た
、
宗
教

的
意
味
、
つ
ま
り
「
霊
性
」
を
付
さ
れ
女
性
の
憧
れ
の
対
象
に
な
っ
た
装
身
具
は
ほ
か
に
な
い
。
ア
ン
ク

レ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
タ
ミ
ル
叙
事
詩
「
シ
ラ
ッ
パ
デ
ィ
ハ
ー
ラ
ム
―
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
物
語
」
（
訳
注
　
彦
坂

周
、
き
こ
書
房
、
二
〇
〇
三
）
は
読
者
を
悠
久
の
世
界
に
誘
う
。
ま
た
、
あ
る
解
説
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
そ
も
そ
も
足
は
身
体
全
体
を
支
え
る
人
の
台
座
だ
か
ら
、
母
な
る
大
地
に
直
接
接
し
、
そ
の

強
烈
な
香
気
か
ら
立
ち
昇
る
「
生
気
」
を
吸
い
取
る
の
で
あ
る
。
逆
説
的
に
い
う
と
、
イ
ン
ド
の
伝
統
で
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写真：スターリング・シルバーネックレス。製作年代は 1900 年ごろ、ラタ
　　　ンガル地方のもの（鑑定）という。
提供：筆者　個人蔵

は
足
は
身
体
の
な
か
で
最
も
卑
し
い
も
の
、
不
潔
な
も
の
、
そ
し
て
汚
ら

わ
し
い
も
の
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
の
エ
ゴ
を
投
げ
捨
て
高
徳
、

高
齢
の
人
に
尊
崇
の
念
を
表
す
た
め
に
相
手
の
足
に
ひ
れ
ふ
す
の
で
あ
る
。

古
来
、
詩
歌
や
演
劇
の
な
か
で
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
は
愛
の
表
現
、
つ
ま
り
、
相

手
へ
の
「
服
従
」
を
示
す
象
徴
と
な
っ
た
」
と
（“W

om
en

and
Jew

elry:the

SpiritualD
im

ensions
ofO

rnam
entation”,E

xotic
India,M

arch
2002

よ
り

抜
粋
・
引
用
）
。

　
ま
た
、
ア
ー
ム
・
バ
ン
ド
（B

aajuband

）
は
普
通
、
肘
か
ら
肩
ま
で
の

一
帯
を
金
・
銀
・
象
牙
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
「
腕
飾
り
・A

rm
lets

」
で
飾

る
。
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
農
村
婦
人
に
多
く
み
ら
れ
、
所
属
す
る
部
族
、

社
会
集
団
、
地
域
、
そ
し
て
既
婚
・
未
婚
の
別
に
よ
っ
て
ア
ー
ム
・
バ
ン

ド
（
腕
帯
）
の
数
が
異
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
テ
ィ
カ
（Tika

）
と
呼
ば
れ
る

　ひ
た
い額　の

上
部
を
飾
る
宝
石
は
銀
鎖
の
片
方
を
髪
に
と
め
る
フ
ッ
ク
が
、
そ
し

て
そ
の
反
対
側
が
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
結
ば
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
宝

石
を
額
に
つ
け
る
と
「
人
の
秩
序
を
守
る
」
霊
気
（chakra

）
が
宿
る
と
さ
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れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
イ
ン
ド
女
性
の
装
飾
品
は
す
べ
て
に
霊
性
が
宿
る
」
（
前
掲
論
文
）
と
解
釈
さ
れ
、

古
代
よ
り
詩
人
や
絵
師
な
ど
が
女
性
に
固
有
の
理
想
的
な
美
し
さ
と
神
秘
性
を
宝
石
装
飾
に
表
現
し
た
と

い
う
。
女
性
の
身
体
的
特
徴
を
現
す
、
す
べ
て
頭
か
ら
爪
先
に
い
た
る
部
分
を
比
喩
的
、
あ
る
い
は
形
而

上
的
、
ま
た
音
感
的
効
果
を
持
た
せ
る
装
飾
こ
そ
「
美
し
い
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
全
国
の
う

ち
で
も
、
と
く
に
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
は
こ
の
よ
う
な
宝
飾
の
霊
性
を
感
じ
さ
せ
る
土
地
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
伝
統
を
か
た
く
な
に
守
る
宝
飾
職
人
と
そ
の
子
ど
も
達
が
い
る
。

　
藩
王
国
の
時
代
に
培
わ
れ
た
伝
統
の
意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）
が
あ
る
。
繊
細
な
美
の
追
求
が
絶
対
視
さ
れ
た
。

製
作
の
技
法
は
ま
す
ま
す
洗
練
さ
れ
、
作
品
は
美
術
品
の
域
に
至
る
。
職
人
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
出
身
で

あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
一
人
ひ
と
り
に
子
ど
も
数
人
が
補
助
的
な
作
業
要
員
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
も
ま
た
、
児
童
労
働
の
世
界
が
あ
る
。
銀
含
有
量
九
二
・
五
％
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ル
バ
ー
で
作
ら

れ
た
数
々
の
工
芸
作
品
は
確
か
に
女
性
の
美
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
欲
望
を
満
た
す
に
十
分
で
あ

ろ
う
。
商
業
的
に
見
て
も
世
界
市
場
の
要
求
に
応
え
う
る
価
値
を
持
つ
に
ち
が
い
な
い
。
外
貨
稼
ぎ
の
有

望
な
輸
出
品
目
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ル
砂
漠
の
砂
塵
に
ま
み
れ
て
黙
々
と
働
き
続
け
る
子
ど

も
達
か
ら
は
わ
た
く
し
の
問
い
か
け
に
「
学
校
に
行
き
た
い
」
と
懇
請
に
も
似
た
声
が
返
っ
て
く
る
。
今
、

こ
の
タ
ー
ル
砂
漠
に
立
ち
「
風
土
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
タ
ー
ル
砂
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写真：カーペット村の風景
提供：ジャイプール・ラグズ基金（Jaipur Rugs Foundation, Jaipur, Rajasthan）

漠
の
民
、
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
族
、
戦
士
の
階
層
に
属

す
る
末
裔
が
暮
ら
す
社
会
が
あ
る
。
厳
し
い
自
然

と
民
族
興
亡
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
文
化
の
風
土

を
感
じ
る
。
ま
た
子
ど
も
は
、
大
人
と
同
じ
よ
う

に
伝
統
を
守
り
、
技
能
を
継
承
し
て
い
く
も
の
だ

と
す
る
「
子
ど
も
観
」
が
支
配
的
で
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
そ
こ
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
歴
史
と
伝

統
の
刻
印
、
ギ
ル
ド
制
度
の
存
在
が
あ
る
。
そ
し

て
容
易
に
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
社
会
慣
習
カ
ー

ス
ト
制
度
に
さ
さ
え
ら
れ
た
工
人
（
職
人
）
や
技

法
・
技
能
の
分
業
と
い
う
棲
み
分
け
が
あ
る
。

　
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
の
城
下
町
一
帯
に
は
制
服
姿

の
子
ど
も
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
い
【
写
真
番
号

03
001,

03
003

〜006

】
。
た
だ
暗
い
仕
事
場
の
奥

に
黙
々
と
労
働
に
励
む
子
ど
も
だ
け
を
見
た
。
そ
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の
姿
は
彼
ら
の
作
品
、
銀
製
装
身
具
の
輝
き
と
く
ら
べ
、
な
ん
と
対
照
的
な
こ
と
か
。
複
雑
な
思
い
で
つ

ぎ
の
目
的
地
ジ
ャ
イ
プ
ル
へ
の
道
を
急
ぐ
。
途
中
、
定
宿
サ
モ
ッ
ド
・
パ
レ
ス
（
七
四
頁
写
真
）
を
基
点
に

し
て
周
囲
約
二
〇
キ
ロ
範
囲
の
村
五
カ
所
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
か
し
こ
の
農
村
部
の
奥
深
く

に
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
村
々
を
見
た
。

四
　
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
村
々
―――
サ
モ
ッ
ド
県
と
チ
ュ
ー
ル
ー
県

　
地
域
一
帯
は
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
適
さ
な
い
不
毛
の
半
乾
燥
地
帯
で
あ
る
。
灌
漑
施
設
が
設
け
ら
れ
た

農
地
だ
け
は
緑
あ
ふ
れ
る
穀
類
の
畑
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
タ
ー
ル
砂
漠
地
帯
に
近
づ
く
に

つ
れ
雑
木
の
点
在
す
る
茶
褐
色
の
乾
燥
地
に
か
わ
る
。
農
民
の
大
部
分
は
土
地
を
所
有
し
て
い
な
い
、
い

わ
ゆ
る
土
地
な
し
農
民
で
あ
る
。
生
計
は
小
規
模
の
牧
畜
に
依
存
し
て
お
り
ほ
か
に
収
入
の
道
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
成
人
の
労
働
の
機
会
は
乏
し
く
、
都
市
へ
の
流
出
が
進
行
す
る
。
こ
の
一
帯
は
ま
た
、
多
く
の

部
族
社
会
か
ら
構
成
さ
れ
、
封
建
時
代
そ
の
も
の
の
社
会
秩
序
を
残
存
す
る
地
域
で
あ
る
。
独
立
後
の
政

府
の
諸
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
や
教
育
の
機
会
に
参
加
し
、
生
活
向
上
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と

が
で
き
な
い
巨
大
な
農
村
人
口
の
存
在
が
あ
る
。
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ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
全
土
の
初
等
教
育
の
現
状
を
俯
瞰
す
る
と
、
初
等
教
育
の
質
・
量
に
わ
た
っ
て
き

わ
め
て
劣
悪
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の
人
口
の
約
半
分
、
五
六
五
〇
万
人
（
二
〇
〇
五
年
推

定
人
口
）
の
人
口
規
模
を
も
つ
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
二
つ
の
村
で
小
学
校
（
ク
ラ
ス
Ⅰ
）
一

校
の
み
、
生
徒
数
は
一
校
あ
た
り
平
均
七
九
人
に
過
ぎ
な
い
、
教
育
過
疎
の
社
会
が
広
が
る
。
人
口
構
成

は
〇
歳
／
六
歳
人
口
、
一
八
・
八
五
％
、
州
人
口
の
約
三
割
が
い
わ
ゆ
る
後
進
部
族
社
会
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、
指
定
カ
ー
ス
ト
一
七
・
七
％
、
指
定
ト
ラ
イ
ブ
（
種
族
）
一
二
・
六
〇
％
の
構
成
と
な
る
。
識
字

率
は
平
均
六
〇
・
四
％
、
内
訳
は
男
子
七
六
・
七
％
、
女
子
四
三
・
九
％
。
教
育
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

絶
望
的
な
状
態
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
最
新
の
就
学
統
計
（State

E
lem

entary
E

ducation
R

eportC
ard:

2005

）
か
ら
「
学
業
放
棄
」
率
を
推
計
す
る
と
、
小
学
校
一
年
（
ク
ラ
ス
Ⅰ
）
か
ら
二
年
（
ク
ラ
ス
Ⅱ
）
へ
の

進
級
率
は
七
三
・
三
％
、
女
子
の
場
合
七
四
・
五
％
。
ま
た
、
驚
く
こ
と
に
五
年
（
ク
ラ
ス
Ⅴ
）
終
了
時
に

は
四
九
・
二
％
、
女
子
は
五
四
・
一
％
、
全
国
で
も
っ
と
も
「
学
業
放
棄
」
率
が
高
い
地
域
で
あ
る
。
こ

れ
に
未
就
学
人
口
を
加
え
る
と
い
わ
ゆ
る
「
不
就
学
」
の
子
ど
も
は
お
よ
そ
、
一
五
〇
万
人
を
下
回
ら
な

い
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
形
態
の
児
童
労
働
と
考
え
て
よ
い
（
二
〇
〇
五
年
次
人
口
推
計
値
と

就
学
統
計
か
ら
筆
者
推
　（

３
）

定　
）
。

　
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
教
育
環
境
は
州
政
府
が
農
村
人
口
の
生
活
向
上
の
対
策
と
し
て
自
宅
で
の
機
織
り
、

　 95



3 : 2010/1/7(17:37)

カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
い
っ
そ
う
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
。
不
就
学
児
童

は
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
労
働
力
と
な
っ
た
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
振
興
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
財
団
、「
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
・
ラ
グ
ズ
基
金
」
（
一
九
五
九
年
認
可
法
人
）
の
年
次
報
告
（
二
〇

〇
七
〜
〇
八
）
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
広
が
る
貧
困
や
失
業
の
現
状
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
独
立
後
六
〇
年
を
経
過
し
て
も
今
な
お
、
イ
ン
ド
に
は
奴
隷
状
態
や
不
平
等
、
不
公
正
に
く
ぎ
付
け
に

さ
れ
た
社
会
階
層
が
あ
る
。
農
村
経
済
も
い
ま
だ
、
い
く
つ
か
の
社
会
階
層
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
カ
ー
ス
ト
、
信
条
、
身
分
な
ど
に
よ
る
差
別
が
依
然
と
し
て
は
び
こ
る
」
と
。
そ
し
て
、
つ
ぎ

の
三
つ
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

①
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
ト
ラ
イ
ブ
（
部
族
）
、
最
下
層
民
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
在
―――
か
れ

ら
の
文
化
や
伝
統
を
守
る
と
い
う
名
目
の
も
と
で
現
状
を
維
持
し
、
社
会
の
進
歩
や
変
化
か
ら
隔
絶
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
抑
圧
や
偏
見
が
あ
り
、
雇
用
や
教
育
の
機
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
。

②
女
性
と
子
ど
も
の
抑
圧
―――
女
子
の
社
会
的
隔
離
、
基
礎
教
育
を
受
け
る
機
会
を
認
め
な
い
社
会
慣
習

や
精
神
風
土
が
根
強
く
残
る
。

③
若
年
者
（
一
五
〜
三
〇
歳
）
の
都
市
出
稼
ぎ
移
住
と
労
働
仲
介
人
、
金
融
仲
介
人
に
よ
る
搾
取
、
な
ど
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
経
済
的
・
社
会
的
な
「
限
界
農
民
」
の
窮
乏
を
救
済
す
る
手
段
と
し
て
カ
ー
ペ
ッ
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写真：カーペット村機織の農家
提供：ジャイプール・ラグズ基金

ト
織
を
奨
励
す
る
動
き
が
注
目
さ
れ
始
め
た
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
貿
易
自
由
化
の
動
き
に

と
も
な
い
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
と
く

に
手
織
ウ
ー
ル
ド
ゥ
ー
リ
ー
や
手
織
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
輸
出
需
要
が
旺
盛
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が

そ
の
背
景
に
あ
る
。
こ
れ
ら
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
の

生
産
が
奨
励
さ
れ
、
地
域
一
帯
の
貧
困
農
村
部

の
、
と
く
に
社
会
的
限
界
農
民
の
救
済
・
支
援

の
有
効
な
一
手
段
と
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
注
目

さ
れ
た
。
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人
の
育
成
や
自

立
の
た
め
の
金
融
的
・
技
術
的
支
援
が
講
じ
ら

れ
、
村
々
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
機
織
り
作
業
所

が
生
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
貧
困
撲
滅
の
道
と
み

ら
れ
た
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
奨
励
は
む
し

ろ
、
子
ど
も
達
を
学
校
よ
り
は
自
宅
に
設
え
た
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カ
ー
ペ
ッ
ト
　は

た機　
機
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
皮
肉
に
も
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
運
動
が
不
就
学
児
童

を
む
し
ろ
増
大
し
て
い
く
結
果
と
な
る
。
調
査
対
象
の
サ
モ
ッ
ド
県
内
農
村
の
事
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

さ
き
に
述
べ
た
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
・
ラ
グ
ズ
基
金
は
州
内
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
ド
各
地
で
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト

職
人
の
育
成
・
自
立
の
た
め
の
支
援
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
理
念
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
に
不
可
分
の
関
係
と
考
え
ら
れ
た
児
童
労
働
を
拒
否
す
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
、

貧
困
撲
滅
の
唯
一
の
道
は
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人
の
自
立
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
真
の
企
業
家
精
神
醸
成

の
成
人
教
育
と
訓
練
を
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
組
織
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
子

ど
も
に
初
等
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
複
線
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
行
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
活
動
の
舞
台
、
シ
ェ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
は
イ
ン
ド
財
閥
の
巨
人
、
マ
ー
ル
ワ
リ
財
閥
を
生
み
出
し
た
地

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
企
業
家
精
神
を
生
み
出
す
社
会
環
境
が
あ
る
。

　
わ
た
く
し
の
現
地
調
査
は
こ
の
輸
出
ブ
ー
ム
を
謳
歌
す
る
時
期
、
地
域
は
シ
ェ
イ
カ
ヮ
テ
ィ
地
域
の
東

部
サ
モ
ッ
ド
県
、
そ
し
て
同
じ
く
北
西
部
の
は
ず
れ
、
チ
ュ
ー
ル
ー
県
の
い
く
つ
か
の
村
々
が
対
象
で
あ
っ

た
。
前
者
の
村
々
は
一
部
灌
漑
農
業
（
井
戸
水
の
ポ
ン
プ
汲
み
上
げ
に
よ
る
）
、
後
者
は
タ
ー
ル
砂
漠
に
近
接

す
る
典
型
的
な
乾
燥
地
帯
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
構
成
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
村
人
口
の
三
〇
〜
四
〇

％
が
い
わ
ゆ
る
経
済
的
・
社
会
的
限
界
農
家
群
か
ら
な
る
後
進
地
域
と
い
っ
て
よ
い
。
サ
モ
ッ
ド
県
カ
ー
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ペ
ッ
ト
織
り
の
村
の
事
例
を
み
る
。
農
民
は
職
能
組
合
組
織
に
入
り
、
低
利
融
資
を
受
け
、
技
術
研
修
を

受
け
て
、
自
分
の
織
り
機
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
在
宅
の
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人
と
し
て

認
知
さ
れ
、
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
に
拠
点
を
お
く
大
小
の
輸
出
会
社
の
下
請
け
「
家
内
工
業
の
一
生
産
単
位
」
と

な
る
。
原
料
の
ウ
ー
ル
染
め
糸
は
仲
介
人
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
る
。
図
面
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
厳
格
な
規
格

が
要
求
さ
れ
る
。
製
作
途
中
し
ば
し
ば
、
作
業
方
法
に
つ
い
て
監
理
・
監
督
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
製
品
が
完
成
す
る
と
最
終
工
程
の
確
認
が
行
な
わ
れ
仲
介
人
に
納
入
す
る
。
下
請
け
仕
事
の
仲
介
人

は
多
く
の
場
合
、
村
々
に
横
断
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を
も
つ
金
融
仲
介
人
で
あ
り
、
貸
金
業
者
で

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
々
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
か
つ
て
は
困
窮
農
民
を
債
務
労
働
に
追
い
や
り
、
今

は
、
新
た
な
生
産
・
輸
出
と
い
う
組
織
化
さ
れ
た
流
通
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
ま
で
入
り
こ
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
村
々
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
が
奨
励
・
導
入
さ
れ
、
農
民
達
は
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
子
ど
も
達
も
ま
た
そ
の
新
た
な
家
内
工
業
に
補
助
労
働
者
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
。
不
就
学

児
童
の
姿
は
村
の
機
織
り
機
の
周
囲
に
あ
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
の
工
程
が
生
み
出
す
「
雑
用
」
の
数
々
が

あ
る
。
自
宅
に
運
び
込
ま
れ
た
、
そ
の
時
点
か
ら
原
料
糸
梱
包
の
開
梱
、
用
途
順
の
分
類
・
整
理
、
機
織

り
機
周
囲
の
整
頓
、
単
純
な
織
り
の
作
業
、
な
ど
、
生
産
の
全
工
程
が
終
了
す
る
ま
で
に
発
生
す
る
雑
用

の
処
理
は
す
べ
て
子
ど
も
の
役
目
で
あ
る
。
農
家
の
土
間
に
置
か
れ
た
機
織
り
機
の
一
つ
、
図
面
を
横
に
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一
心
不
乱
に
機
を
織
る
年
長
の
女
児
の
姿
を
見
た
。
子
ど
も
は
家
内
労
働
の
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
不
就
学
の
子
ど
も
達
の
姿
ば
か
り
で
あ
る
。

五
　
生
産
工
程
と
子
ど
も
達
の
労
働

　
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
・
ラ
グ
ズ
基
金
の
資
料『C

arpet

H
istory

』
は
、「
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
は
ペ
ル
シ
ャ
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
影
響
を
う
け
、
非
常
に
美
し
い
模
様
や
色
使
い
を
生
み
出
し
、
独
特
の
発

展
を
遂
げ
た
。
典
型
的
な
ペ
ル
シ
ャ
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
間
に
イ
ン
ド
に
持
ち
込

ま
れ
、
王
室
用
の
工
芸
品
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
た
。
主
に
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン

州
、
さ
ら
に
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
州
の
一
部
で
こ
う
し
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
発
展
し
た
。
伝
統
的
イ
ン

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
「
ド
ゥ
ー
リ
ー
（dhurries

）
」
と
呼
ば
れ
、
ト
ル
コ
の
「
キ
リ
ム
（K

ilim
s

）
」
と
呼
ば
れ

る
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ウ
ー
ル
や
綿
を
使
っ
て
織
ら
れ
た
フ
ラ
ッ
ト
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
幾
何
学
模
様
、
花
模
様
、
伝
統
的
な
く
く
り
染
め
を
用
い
て
作
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
応
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
る
の
が
定
説
と
い
わ
れ
る
。

100 　



3 : 2010/1/7(17:37)

　第３章　タール砂漠の児童労働

　
ⅰ
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
（H

and
knotted

carpets

）

　
ⅱ
手
織
り
ウ
ー
ル
・
ド
ゥ
ー
リ
ー
（H

andm
ade

w
oollen

dhurries

）

　
ⅲ
ピ
ュ
ア
ー
・
シ
ル
ク
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
（Pure

silk
carpets

）

　
ⅳ
そ
の
他
、
合
成
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
円
形
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

　
ま
た
、
農
村
地
帯
に
広
く
分
散
し
、
都
市
部
に
会
社
本
社
機
能
を
持
つ
産
地
が
全
土
に
形
勢
さ
れ
て
い

る
。
地
域
分
布
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
北
部
イ
ン
ド
に
集
中
す
る
。

　
ⅰ
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
―――
バ
ー
ド
イ
（B

hadohi

）
、
ミ
ル
ザ
プ
ル
（M

irzapur

）
、
カ
ー
マ
リ
ア

（K
ham

aria

）
、
ゴ
ー
シ
ア
（G

hosia

）
、
ワ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
（Varanasi

）
、
ア
ー
グ
ラ
（A

gra

）

　
ⅱ
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
―――
ア
ム
リ
ッ
ツ
ア
ル
（A

m
ritsar

）
、
パ
タ
ン
ー
コ
ッ
ト
（Pathankot

）

　
ⅲ
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
―――
ジ
ャ
イ
プ
ル
（Jaipur

）

　
カ
ー
ペ
ッ
ト
模
様
も
地
域
ご
と
に
大
き
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
お
よ
そ
、
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　
ⅰ
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
―――
仏
教
と
チ
ベ
ッ
ト
地
方
の
影
響
を
受
け
る

　
ⅱ
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
―――
幾
何
学
模
様
と
花
模
様
が
混
合
さ
れ
た
模
様

　
ⅲ
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
―――
ペ
ル
シ
ャ
・
ト
ル
コ
の
ス
タ
イ
ル
に
地
域
の
特
色
を
加
え
た
も
の
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写真：バードイ産カーペット
サイズ：177 × 250 cm
提供：筆者個人蔵

　
ま
た
、
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
品
質
を
決
め
る

も
の
は
、
縦
糸
と
横

糸
の
結
び
目
、
ノ
ッ

ト
の
数
に
よ
っ
て
評

価
さ
れ
る
。
計
測
の

単
位
は
一
イ
ン
チ
四

方
（
約
二
・
五
セ
ン
チ

四
方
）
の
ノ
ッ
ト
数

（K
psi

）
。
多
く
な
る

ほ
ど
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。0-80

K
psi

―――
低
級
、120-330

K
psi

―――
中
級
か
ら
上
級
、330

K
psi

以
上
―――
上
級
、400

K
psi

以
上
―――
最
上
級
、
と
そ
れ
ぞ
れ
品
質
規
格
が
決
め
ら
れ
て
い
　（

４
）

る
。　
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　第３章　タール砂漠の児童労働

六
　
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製
作
過
程

　
伝
統
的
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
わ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
画
は
手
書
き
で
作
ら
れ
る
た
め
、
色
使
い

な
ど
は
完
全
に
職
人
の
創
造
性
に
左
右
さ
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
画
は
白
紙
の
上
に
既
存
の
デ
ザ
イ
ン
と
重
複

し
な
い
よ
う
に
色
を
つ
け
て
作
ら
れ
る
。
作
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
画
は
職
人
が
作
業
を
よ
り
正
確
に
行
え
る

よ
う
に
方
眼
が
入
っ
た
グ
ラ
フ
用
紙
に
転
載
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
画
の
作
成
に
は
デ
ザ
イ
ン
の

大
き
さ
に
も
よ
る
が
、
た
い
て
い
二
〇
〜
二
五
日
を
要
す
る
。
そ
の
後
の
製
作
過
程
は
つ
ぎ
の
図
の
通
り
。

図１.

　
農
村
部
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
は
農
家
の
家
族
が
主
た
る
生
産
単
位
と
な
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人
と
そ
の
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写真：カーペット織りの少女
提供：ジャイプール・ラグズ基金

家
族
が
全
工
程
の
一
部
分
で
は
あ
る
が
、
要
で
あ

る
上
記
④
「
織
り
」
の
部
分
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

素
材
の
原
料
糸
は
大
概
の
場
合
カ
ー
ペ
ッ
ト
発
注

元
の
業
者
が
手
配
し
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

デ
ザ
イ
ン
に
も
と
づ
い
て
手
配
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
織
り
」
の
段
階
を
終
え
た
半
加
工
カ
ー
ペ
ッ
ト

は
納
入
先
に
運
ば
れ
「
毛
が
り
」
と
呼
ば
れ
る
表

面
の
糸
を
調
製
す
る
最
終
工
程
が
行
わ
れ
る
。
洗

浄
・
天
日
乾
燥
を
も
っ
て
完
成
す
る
。
一
方
、
都
市
部
、
な
か
ん
ず
く
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
か
ら
サ
ン
ガ
ネ
ー

ル
地
区
に
広
が
る
昔
か
ら
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
者
は
糸
く
り
か
ら
全
工
程
を
一
貫
し
て
行
う
方
法
を
と
っ

て
い
る
。『
イ
ン
ド
染
織
の
旅
』
（
源
流
社
、
一
九
八
八
）
の
著
者
安
藤
武
子
氏
は
市
内
最
大
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
工
場
で
観
察
し
た
生
産
工
程
の
全
体
シ
ス
テ
ム
を
次
の
よ
う
な
図
で
説
明
し
て
い
る
（
同
書
五
二
〜
五
三

頁
）
。
こ
れ
は
工
程
別
に
見
た
成
人
熟
練
工
と
未
熟
練
の
子
ど
も
の
分
業
図
と
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
工
程
１
﹇
糸
の
計
量
﹈
の
前
段
階
に
あ
る
﹇
開
梱
作
業
﹈
と
工
程
２
﹇
糸

染
め
﹈
に
見
ら
れ
た
多
く
の
子
ど
も
の
作
業
配
置
は
わ
た
く
し
の
観
察
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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　第３章　タール砂漠の児童労働

図２. 　カーペット生産工程

開梱作業

成人女性

成人男性（力仕事）

成人男性（力仕事）

成人男性（力仕事）

竪機に張った糸にデッサンに合わせて
ウールの糸を結ぶのは小さな子供の仕事である

子　　供

子供の仕事領域

子供

（補助作業）子供

＋（補助作業）

1. 糸の計量

2. 糸染め

3. 糸結び

5. 仕上がりの洗浄

6. あとかたづけ・掃除

4. 織り上がった
　カーペットの毛刈り

分担工程

安藤武子著『インド染織の旅』（源流社、1988、pp. 52–53）を元に筆者作成

こ
う
し
て
み
る
と
、
生
産

工
程
の
な
か
で
も
っ
と
も

重
要
で
、
労
働
投
入
が
大

部
分
を
占
め
る
③
「
糸
結

び
」
の
工
程
が
子
ど
も
の

器
用
な
手
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
を
人
・
時
間
の

投
入
量
、
ま
た
は
、
生
産

性
の
分
析
を
す
る
ま
で
も

な
く
子
ど
も
の
低
賃
金
労

働
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
低
コ

ス
ト
を
支
え
て
い
る
こ
と

が
明
白
で
あ
る
。
そ
の
背

景
理
由
の
も
う
一
つ
に
子
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ど
も
の
作
業
を
成
人
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
技
術
的
に
不
可
能
と
い
え
な
い
ま
で
も
、
望
ま
し
く
な
い
、
と

い
う
作
業
能
率
上
の
制
約
が
あ
る
。
一
部
の
個
別
技
術
の
置
き
換
え
、
な
い
し
代
替
性
の
困
難
な
主
要
作

業
工
程
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
ど
も
の
労
働
は
こ
の
よ
う
な
技
術
制
約
あ
る
い
は
技
術
規
律
と
の
関

係
を
含
む
生
産
組
織
の
問
題
で
も
あ
る
。
本
章
で
取
り
上
げ
る
伝
統
工
芸
品
に
関
わ
る
児
童
労
働
を
考
え

る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
生
産
組
織
の
観
点
を
抜
き
に
し
て
そ
の
全
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

七
　
児
童
労
働
不
使
用
宣
言
「
ラ
グ
・
マ
ー
ク
」

　
ラ
グ
・
マ
ー
ク
と
は
「
本
製
品
は
非
合
法
の
児
童
労
働
を
使
用
し
て
い
な
い
」
と
証
明
す
る
た
め
に
カ
ー

ペ
ッ
ト
完
成
品
に
縫
い
付
け
ら
れ
る
ロ
ゴ
で
あ
る
。
縫
い
付
け
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
工
女
の
働
く
農
家
の

自
宅
で
は
な
い
。
製
品
納
入
先
の
集
荷
工
場
が
そ
の
よ
う
に
認
証
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
主
要
消
費
国
欧
米
の
消
費
者
は
そ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
ラ
グ
・
マ
ー
ク
を
見
て
、「
児
童
労
働
問

題
」
が
解
決
さ
れ
た
、
と
安
堵
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
村
の
奥
深
く
農
家
の
庭
先
に
据

え
ら
れ
た
織
機
か
ら
子
ど
も
の
姿
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　
イ
ン
ド
の
欧
米
向
け
輸
出
品
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
低
賃
金
労
働
、
と
り
わ
け
児
童
労
働
に
よ
っ
て
そ
の
市
場
が

106 　



3 : 2010/1/7(17:37)

　第３章　タール砂漠の児童労働

ラグ・マーク

拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
懸
念
と
批
判
が
向
け
ら
れ
た
の
は
九
〇
年
代
初
め
で
あ

る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
憲
章
に
児
童
労
働
の
禁
止
を
要
求
す
る
「
社
会
条
項
」
を
め
ぐ
り
ア
メ

リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
と
、
イ
ン
ド
そ
の
他
の
途
上
国
が
対
立
し
た
。
欧
米
輸
入
国
の
狙
い

は
イ
ン
ド
の
労
働
力
人
口
に
参
入
す
る
四
千
万
人
と
も
一
億
一
千
万
人
と
も
推
計

さ
れ
る
膨
大
な
規
模
の
児
童
労
働
の
存
在
に
世
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
最
小
・
最
大
の
児
童
労
働
数
の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
国
際
交
渉
上
の

政
治
的
演
出
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
不
公
正
な
労
働
慣
行
を
糾
弾
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
一

方
、
イ
ン
ド
は
対
案
と
し
て
ひ
と
つ
の
「
認
証
制
度
」
―――
「
手
織
り
絨
毯
の
製
造
過
程
で
は
非
合
法
の

児
童
労
働
は
使
用
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
証
明
す
る
ロ
ゴ
（R

ug
M

ark

）
を
製
品
に
付
し
輸
入
国
消
費
者

に
購
買
の
選
択
肢
を
あ
た
え
る
方
法
―――
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
児
童
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

た
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
購
入
す
る
か
否
か
は
輸
入
国
消
費
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

生
産
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
仲
介
業
者
、
そ
し
て
輸
出
業
者
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
一
枚
ご
と
に
「
社
会
的
責
任
の

ラ
ベ
ル
」
ロ
ゴ
を
つ
け
る
こ
と
を
求
め
る
。
一
九
九
四
年
、「
イ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
輸
出
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（The
Indo-G

erm
an

E
xportP

rom
otion

P
rogram

）
、「
南
ア
ジ
ア
児
童
労
働
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
組
織
」（The

South

A
sian

C
oalition

on
C

hild
Servitude

）
、
さ
ら
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
輸
出
業
者
か
ら
な
るThe
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R
ugm

ark
Foundation

が
設
立
さ
れ
、
輸
出
国
と
輸
入
国
に
一
定
の
規
制
を
か
け
る
認
証
制
度
を
開
始
し

た
。
こ
の
制
度
の
限
界
や
問
題
点
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
ま
で
あ
ま
り
時
間
を
要
し
な
か
っ
た
。
一
九
九

六
年
、
イ
ン
ド
有
力
紙Tim

es
ofIndia

の
署
名
入
り
論
説
は
早
々
に
つ
ぎ
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
（
１
）
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
か
ら
児
童
労
働
を
排
除
し
て
も
、
関
連
業
種
た
と
え
ば
繊
維
業
へ
の
労
働

転
換
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
全
体
の
（
児
童
）
労
働
者
の
規
模
に
変
化
は
な
い
。
（
２
）
子
ど
も
達
は
低
価
格
の

製
品
に
、
ま
た
成
人
は
高
価
格
・
高
級
品
に
特
化
し
て
生
産
・
市
場
の
二
重
構
造
が
進
行
す
る
。
児
童
労
働

の
根
絶
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
認
証
制
度
に
大
き
く
期
待
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
（“C

urbing

C
hild

L
abor:R

ugm
ark

L
abelon

the
M

at”,by
A

rvind
Panagariya,in

Tim
es

ofIndia,N
ovem

ber14,1996

お
よ
びInstitute

forH
um

an
D

evelopm
ent,2000.

Im
pactofSocialLabelling

on
India’s

C
arpetIndustry,

IL
O

-IPE
C

W
orking

Paper

）
。

　
不
就
学
の
子
ど
も
を
生
産
の
現
場
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
方
法
で
は
根
本
的
な
問
題
解
決
と
は
な
ら
な

い
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
認
証
制
度
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界

経
済
の
な
か
、
児
童
労
働
の
存
在
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
意
味
は
大
き
い
。
こ
の
国
際
的
認
証
制
度

と
平
行
し
て
同
様
の
趣
旨
を
も
つ
イ
ン
ド
独
自
の
認
証
ラ
ベ
ル
（K

aleen

）
が
法
律
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ

た
。
対
象
と
な
る
の
は
工
場
（
作
業
所
）
と
雇
用
関
係
の
も
と
に
働
く
一
四
歳
以
下
の
児
童
労
働
で
あ
り
、
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在
宅
家
内
労
働
は
親
子
間
の
技
能
伝
承
の
必
要
か
ら
除
外
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
不
就
学
の
問

題
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

八
　
伝
統
染
織
の
村
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル

　
州
都
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
の
郊
外
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
（Sanganer

）
は
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
特
異
な
染
織
技

法
、
ⅰ
木
版
捺
染
法
（
サ
リ
ー
、
ベ
ッ
ド
・
カ
バ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
掛
布
な
ど
）
と
ⅱ
防
染
法
―――
タ

イ
・
ア
ン
ド
・
ダ
イ
―――
（
タ
ー
バ
ン
、
サ
リ
ー
、
掛
布
、
そ
の
他
服
飾
用
布
地
な
ど
）
の
発
祥
の
地
と
し
て

知
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
製
作
技
法
を
使
っ
た
伝
統
的
染
織
品
の
産
地
と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
で
は
イ
ン
ド
　さ

ら
さ

更
紗　
や
　か

す
り絣　な

ど
の
染
織
品
は
戦
前
か
ら
第
二
次
大
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
日
常
生
活
の

な
か
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
名
は
「
ジ
ャ
ワ
更
紗
」
と
も
呼
ば
れ
、
あ
る
種
の
郷
愁
感
を
も
っ
て

今
も
人
々
の
記
憶
の
な
か
に
生
き
続
け
て
い
る
。
日
本
の
三
大
絣
と
い
わ
れ
る
、
久
留
米
絣
（
福
岡
県
久
留

米
市
と
そ
の
周
辺
地
域
）
、
伊
予
絣
（
愛
媛
県
松
山
市
）
、
備
後
絣
（
広
島
県
福
山
市
）
産
地
は
戦
後
の
急
激
な

社
会
変
動
の
結
果
、
人
々
の
生
活
様
式
や
消
費
行
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
ら
の
生
産
と
消

費
は
激
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
以
降
に
い
く
つ
か
の
産
地
に
開
花
し
た
、
日
本
独
特
の
製
造
技
術
、
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写真：ベッドシートのサンガネール文様　サイズ75×57.6 cm
提供：個人蔵 Exotic India社

染
織
技
術
は
指
定
伝
統
工
芸
品
を
生
み
出
し
、

日
本
が
誇
る
装
飾
文
化
、
工
芸
美
術
の
世
界
を

創
造
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
、
幾
千
年
の
昔
、
生
ま

れ
育
っ
た
故
郷
が
イ
ン
ド
北
西
部
の
地
に
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
人
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
そ

の
大
地
と
は
タ
ー
ル
砂
漠
に
近
い
サ
ン
ガ
ネ
ー

ル
。
イ
ン
ド
の
更
紗
、
　し

ぼ絞　
り
、
絣
は
そ
れ
ぞ
れ

が
独
自
の
民
族
、
部
族
の
文
化
背
景
を
持
つ
イ

ン
ド
の
大
地
が
生
み
出
し
た
歴
史
的
産
物
で
あ

る
。
素
材
も
木
綿
、
絹
、
ウ
ー
ル
な
ど
自
然
の

恵
み
は
地
域
ご
と
、
土
地
ご
と
に
異
な
る
。
草

木
の
種
類
が
異
な
れ
ば
染
料
も
異
な
る
。
大
地

や
空
の
色
が
違
え
ば
布
地
の
色
も
異
な
る
。
す

べ
て
大
地
の
恵
み
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
出
し
た
、
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色
彩
、
形
状
、
文
様
、
素
材
、
用
途
も
異
な
る
の
が
イ
ン
ド
の
染
織
で
あ
り
染
織
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日

本
で
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
ド
更
紗
」
製
作
技
法
の
源
流
、
そ
の
故
郷
の
ひ
と
つ
ジ
ャ
イ
プ
ル
近

郊
の
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
を
訪
ね
、
今
に
生
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
技
法
と
そ
の
作

品
を
と
り
あ
げ
る
。
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
、
婦
人
用
衣
料
な
ど
伝
統
的
デ
ザ
イ
ン
（
文
様
）
の
染
織
品
を
生
産

し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
に
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
村
」

が
あ
る
よ
う
に
、
州
都
ジ
ャ
イ
プ
ル
の
近
郊
に
も
「
更
紗
の
村
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
の
村
」
が
あ
る
。

よ
り
正
確
に
は
染
織
職
人
の
一
大
集
落
が
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
こ
は
「
芸
術
的
、
技
術
的
に
は
更

紗
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
首
都
と
も
い
え
る
」
（
一
九
〇
三
年
デ
リ
ー
展
覧
会
公
式
カ
タ
ロ
グW

attG
eorge

著

Indian
A

rtatD
elhi,1903
の
叙
述
。
既
出
「
ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
民
族
学
博
物
館
所
蔵
イ
ン
ド
の
染
織
」
日
本
語
版

二
六
四
ペ
ー
ジ
）
と
、
百
年
前
に
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
が
あ
る
。

「
（
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
は
）
今
日
で
も
重
要
な
中
心
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
製
作
さ
れ
る
意
匠
は
、

規
則
的
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
見
事
な
花
や
花
束
文
で
、
あ
る
種
の
織
物
に
見
ら
れ
る
ブ
チ

（buti

）
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
似
て
い
る
（
図
版
一
三
〜
一
六
参
照
）
。

　
花
文
様
は
写
実
的
で
、
先
端
が
す
こ
し
傾
き
、
全
体
と
し
て
は
毬
果
状
で
あ
る
。
地
色
は
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普
通
、
白
あ
る
い
は
ク
リ
ー
ム
色
で
あ
る
が
、
黄
、
青
、
濃
緑
色
な
ど
も
用
い
ら
れ
る
。
洗

練
さ
れ
た
防
染
法
や
媒
染
法
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
…
そ
し
て
最
高
五
、
六
種
の
木
版
を
使
い
、

緻
密
で
複
雑
な
文
様
を
表
す
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
も
の
と
し
て
は
、
一
八
世
紀
末
の
作
品

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
一
七
〜
一
八
世
紀
の
ム
ガ
ー
ル
帝
国

時
代
の
細
密
画
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
」（
引
用
は
同
上
文
献
に
同
じ
。
太
字
は
筆
者
の
強
調
。）

　
こ
の
叙
述
か
ら
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
更
紗
の
特
徴
は
意
匠
、
文
様
、
地
色
、
な
ど
に
お
い
て
南
西
に
隣
接
す

る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
の
そ
れ
ら
と
も
異
な
る
。「
木
版
押
捺
媒
染
」
と
い
う
技
法
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
見
事
な
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
た
く
し
が
所
有
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
は
一
九
九
〇
年
ご

ろ
製
作
の
作
品
で
あ
る
が
、
上
記
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
作
品
に
つ
い
て
論
評
さ
れ
た
特
徴
を
正
確
に
伝
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
技
法
と
文
様
が
今
も
な
お
、
百
年
前
、
さ
ら
に
は
ム
ガ
ー
ル
帝
国
時
代
（
一
五
二

六
〜
一
八
五
八
年
）
に
ま
で
そ
の
源
流
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
染
織
美
術
史
は
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
歴
史
を
遡
り
八
世
紀
に
作
ら
れ
た
イ
ン
ド
製
の
押
捺
媒
染
布
の
断
片
が
中
央
ア
ジ
ア
で
発
掘

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
同
じ
こ
ろ
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
の
壁
画
に
も
同
様
な
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
の

考
古
学
上
の
発
見
に
よ
っ
て
木
版
押
捺
媒
染
の
技
法
が
は
る
か
昔
、
八
世
紀
ご
ろ
ま
で
遡
る
と
い
う
。
ま
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さ
に
イ
ン
ド
の
染
織
は
悠
久
の
歴
史
が
生
み
だ
し
た
大
地
と
人
間
の
英
知
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
誇
張
で

は
な
い
。
い
く
つ
か
の
カ
ー
ス
ト
職
業
集
団
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
染
織
と
染
織
品
は
こ

こ
を
訪
ね
る
人
の
興
味
如
何
に
よ
っ
て
万
華
鏡
に
似
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
。
先
に
ふ
れ
た

日
本
更
紗
の
イ
ン
ド
北
西
部
を
そ
の
源
流
と
す
る
「
東
方
文
化
伝
播
説
」
に
興
味
を
も
つ
も
の
に
は
サ
ン

ガ
ネ
ー
ル
の
職
人
集
落
に
い
く
つ
か
の
異
な
る
「
　は

た機　
」
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
好
奇
の
眼
を
向
け

る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
技
術
の
発
展
史
か
ら
は
、
原
始
機
か
ら
地
機
、
さ
ら
に
高
機
へ
と
展
開
し
た
染

織
の
歴
史
の
原
型
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
に
知
的
興
奮
を
覚
え
る
に
違
い
な
い
。
人
々
の
暮
ら
し
振
り
、
あ

る
い
は
染
織
品
の
用
途
別
に
み
る
と
、
多
種
多
様
な
宗
教
儀
式
用
に
作
ら
れ
た
祭
壇
布
、
掛
布
、
天
蓋
布

な
ど
、
ま
た
多
様
な
民
族
・
部
族
や
カ
ー
ス
ト
階
層
用
の
衣
料
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
様

の
表
現
法
と
し
て
は
手
描
更
紗
（
直
接
法
）
や
刺
繍
と
織
技
法
の
す
べ
て
、
版
更
紗
や
絞
り
（
以
上
間
接
法
）

が
あ
る
。
日
本
の
日
常
生
活
に
根
を
張
っ
た
イ
ン
ド
更
紗
や
絞
り
な
ど
の
手
触
り
や
文
様
の
遥
か
な
昔
の

原
型
を
こ
こ
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
大
地
に
感
じ
と
る
染
織
の
旅
人
は
多
い
（
参
考
文
献
―――
岡
村
吉
右
衛
門
稿

「
概
説
イ
ン
ド
の
染
織
／
世
界
の
絣
」
季
刊
「
染
織
の
美
」
特
集
号
イ
ン
ド
の
染
織
／
世
界
の
絣
、E

arly
Spring

一

九
八
四
年
号
。
八
一
〜
八
八
　（

５
）
頁
。　）

　
わ
た
く
し
も
ま
た
、
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
村
の
染
織
職
人
達
が
生
み
出
す
イ
ン
ド
更
紗
の
美
し
さ
に
感
歎
し

　 113



3 : 2010/1/7(17:37)

つ
つ
も
、
関
心
は
、
現
代
に
も
、
イ
ン
ド
伝
統
工
芸
と
し
て
継
承
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が

れ
る
で
あ
ろ
う
技
能
継
承
の
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
第
一
の
調
査
課
題
は
こ
の
伝
統
工
芸
を

構
成
す
る
「
制
作
技
法
」、
あ
る
い
は
、
生
産
工
程
の
流
れ
を
技
術
・
技
能
に
焦
点
を
お
い
て
整
理
し
て
お

く
こ
と
。
第
二
は
個
々
の
技
法
に
対
応
す
る
労
働
投
入
の
型
（
熟
練
・
不
熟
練
・
成
人
・
子
ど
も
・
男
子
・
女

子
な
ど
の
区
分
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
つ
う
じ
て
、
こ
の
イ
ン
ド
北
西
部

の
社
会
的
背
景
の
な
か
で
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
染
織
と
染
織
品
が
子
ど
も
の
労
働
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

１
　
製
作
技
法
の
観
察

　
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
染
め
の
工
程
を
描
写
し
た
二
つ
の
現
地
報
告
か
ら
製
作
技
法
の
お
お
よ
そ
の
流
れ
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
更
紗
づ
く
り
を
八
段
階
の
フ
ロ
ー
工
程
表
で
説
明
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材

班
『
ア
ジ
ア
の
民
芸
』
（
日
本
放
送
出
版
会
、
二
〇
頁
、
一
九
七
八
年
）
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
安
藤
武
子
氏
（
注

５
）
に
よ
る
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
の
製
作
工
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
個
別
の
工
程
と
全
体
の
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
を
写
真
と
解
説
に
よ
っ
て
説
明
し
た
報
告
と
な
っ
て
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泥防染のブロック・プリント

1. 下漬け前に布を洗う

3. 布を乾す

5. 染めた布を家の庭や裏で干す2. ミロバランの下漬け

4. ブロックで泥防染する

6. 藍がめで染める

提供：現地撮影の貴重な写真６点は安藤武子著『インド染織の旅』（p. 59）よ
り源流社の許可を得て転載した。ご好意に厚くお礼申し上げたい。
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図３. 　サンガネール染めの工程

1.  糊とり

2. 漂白 ( 第 1回）

3． 染色 ( 第１回）

4. 乾燥

5. 捺染

6. 水洗い

7. 染色（第 2回）

8.  漂白（第 2回 )

ソーダと牛糞少々入った
水に一晩つける

２日間天日に乾かす

２日間

木型によるいわゆる
ブロック・プリント

植物性染料で黄色に染める。
ほかの色に染めるときも、
黄色のベースが一番のりがよい

出所：NHK 取材班『アジアの民芸』日本放送協会出版会
　　　 1978 年 p. 20 から筆者作成。

い
る
。
そ
こ
で
視
覚

的
に
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
八
つ
の
工

程
を
図
示
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
程
に
か
か

わ
る
作
業
内
容
の
特

徴
を
く
わ
え
た
も
の

が
図
３
で
あ
る
。
現

地
撮
影
の
写
真
は
こ

れ
ら
工
程
の
一
般
的

な
特
徴
を
捉
え
て
い

る
。
同
氏
の
観
察
結

果
に
よ
る
と
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤
捺
染
「
下
漬
け
し
た
布
の
上
に
、
赤
は
ア
リ
ザ
ニ
ン
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル

（
ア
ラ
ン
）
に
ツ
リ
ー
・
ガ
ム
（kirar

の
木
か
ら
と
る
）
の
樹
脂
―――
松
や
に
風
の
も
の
―――
を
混
ぜ
た
も
の

を
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
け
て
捺
染
す
る
」「
黒
は
馬
の
蹄
鉄
を
煮
て
数
日
そ
の
ま
ま
置
い
て
泡
が
出
て
き
た
も
の
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を
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
け
て
捺
染
す
る
。
基
本
的
に
は
赤
と
黒
で
模
様
が
構
成
さ
れ
て
い
る
」、
⑥
天
日
乾
燥

「
よ
く
日
に
干
し
た
あ
と
、
最
後
に
牛
の
尿
と
糞
を
入
れ
た
水
に
浸
し
て
乾
か
す
。
こ
れ
が
ミ
ロ
バ
ラ
ン
と

作
用
し
て
一
種
の
媒
染
の
役
を
果
た
す
ら
し
い
」
⑥
と
⑧
「
草
原
や
川
岸
に
布
を
広
げ
て
一
五
日
位
毎
日

水
を
か
け
て
地
を
漂
白
す
る
」。
詳
細
な
観
察
の
記
述
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
一
九
九
四
年
、
同
じ
地
域
で
大
略
こ
の
よ
う
な
工
程
を
観
察
し
た
が
、
工
程
⑤
「
捺
染
」
の

主
要
部
分
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
の
工
程
に
子
ど
も
達
の
働
く
姿
を
見
た
。
更
紗
の
製
作
工
程
は
基
本
的
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
は
成
人
熟
練
職
人
が
、
そ
れ
以
外
の
工
程
は
成
人
（
熟
練
・
未
熟
練
）
と
子
ど

も
が
担
う
分
業
の
姿
が
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
の
特
性
か
ら
く
る
労
働
投
入
の
違
い
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
今
日
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
地
域
で
見
ら
れ
る
上
記
の
工
程
を
、
久
留
米
絣
（
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
的

工
芸
品
の
高
度
に
発
達
し
た
絣
）
の
三
〇
に
及
ぶ
作
業
工
程
と
比
較
す
る
と
技
術
の
開
発
と
変
容
の
歴
史
過

程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
久
留
米
絣
協
同
組
合http://w

w
w

.kougei.or.jp
/crafts/0121

/f0121.htm
l

）
。

　
要
す
る
に
、
こ
の
製
作
工
程
は
お
よ
そ
三
つ
の
技
法
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
木
版

デ
ザ
イ
ン
作
成
と
彫
り
込
み
、
（
木
彫
り
職
人
）
、
②
布
地
デ
ザ
イ
ン
の
製
作
と
印
刷
（
印
刷
職
人
）
、
③

染
め
あ
げ
と
乾
燥
処
理
（
天
日
干
し
、
染
め
職
人
）
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
化
し
た
職
人
に
よ
る
技
法
で
大
別

す
る
と
、
お
よ
そ
、
三
工
程
か
ら
成
り
立
つ
。
親
方
は
「
捺
染
工
程
」、
す
な
わ
ち
、
②
布
地
デ
ザ
イ
ン
、
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配
色
、
染
料
の
調
合
、
印
刷
の
工
程
に
あ
た
る
。
子
ど
も
達
は
す
べ
て
の
工
程
に
配
置
さ
れ
雑
役
と
補
助

の
仕
事
に
あ
た
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
防
染
法
は
デ
ザ
イ
ン
作
成
と
色
づ
け
、
そ
し
て
絞
り
を
か
け
る
と
い
う
単
純
な
繰
り
返
し

で
は
あ
る
が
細
心
の
注
意
と
技
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
。
通
常
、
ふ
た
つ
の
工
程
は
二
人
の
職
人
に
よ
っ

て
分
業
さ
れ
、
絞
り
掛
け
は
女
性
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
家
族
単
位
の
作
業
が
多
く
、
子
ど
も

達
は
補
助
作
業
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
前
述
の
ⅰ
木
版
捺
染
法
お
よ
び
ⅱ
防
染
法
の
製
法
と
歴
史
、
産
地

製
品
の
絵
図
な
ど
は
本
章
注
５
に
掲
げ
る
文
献
に
詳
し
い
。
な
お
、
一
一
九
頁
に
掲
げ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
絵

（B
atik

Painting

）
は
「
庄
屋
の
娘
」
（The

Portraitofa
Village

D
am

sel

）
と
題
す
る
染
織
作
品
で
あ
る
。

２
　
生
産
物
の
特
色

　
二
つ
の
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
染
織
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
名
称
、
製
作
年
代
、
技
法
、
素
材
別
に
比
較
し
て
み

る
。
古
く
は
一
八
世
紀
後
期
、
多
く
は
一
九
世
紀
後
期
、
ま
た
素
材
は
木
綿
、
技
法
は
木
版
捺
染
で
あ
る
。

サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
地
に
今
も
、
生
き
る
技
法
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
技
能
継
承
の
見
事
な
実
証
例
で
あ

る
。
わ
た
く
し
の
知
る
限
り
こ
れ
ほ
ど
厳
密
な
学
問
上
の
検
証
に
基
づ
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ド
国
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写真：バティック画「水がめをもつ庄屋の娘」（The Portrait of a Village Damsel）
銀製アンクレット、ブレスレット、ヘアピン、ネックレスなど日常性のある
ジュエリーを身につけている。サイズ 70 × 130 cm.
提供：筆者　個人蔵

内
に
は
な
い
と
思
　（

６
）

う
。　

　
ま
ず
、
予
備
的
作
業
と
し
て
伝
統

工
芸
と
し
て
の
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
更
紗

づ
く
り
の
特
徴
を
整
理
す
る
こ
と
に

す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
、
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

す
な
わ
ち
「
ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
民
族

学
博
物
館
所
蔵
品
」
と
日
本
で
唯
一

の
個
人
蔵「
畠
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の

な
か
か
ら
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
更
紗
と
確

認
で
き
た
染
織
品
の
製
作
技
法
と
文

様
に
つ
い
て
の
特
徴
を
比
較
検
討
す

る
。
素
材
が
木
綿
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
布
の
断
片
と
い
う
形
で
今
日
ま

で
残
っ
て
い
る
現
物
も
せ
い
ぜ
い
一

　 119



3 : 2010/1/7(17:37)

八
世
紀
後
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
大
部
分
が
一
九
世
紀
と
い
う
比
較
的
最
近
の
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
民
族
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
イ
ン
ド
伝
統
染
織
の
図

版
の
う
ち
、
民
族
学
的
検
証
に
よ
っ
て
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
更
紗
と
確
認
さ
れ
た
六
点
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

図
版
が
示
す
染
織
品
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
、
用
途
と
し
て
は
覆
い
布
、
掛
布
、
儀
式
用
布
、
更

紗
布
な
ど
と
判
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
製
作
年
代
は
古
く
は
、
一
七
八
五
年
（
刻
印
）
、
多
く
は
お
よ
そ

一
八
世
紀
前
・
後
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
素
材
は
木
綿
、
技
法
は
す
べ
て
「
木
版
押
捺
」、
染
色
は
「
媒

染
」
そ
の
他
が
併
用
さ
れ
る
。

　
第
二
は
日
本
の
個
人
蔵
畠
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
作
品
一
二
点
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図

版
デ
ー
タ
に
そ
の
特
徴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
は
覆
い
布
、
掛
布
、
台
座
カ
バ
ー
、
布

地
、
被
衣
（
ド
ォ
パ
タ
）
な
ど
前
記
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
そ
れ
と
同
じ
種
類
で
あ
る
。
製
作
年
代
は
一
九
世

紀
前
期
、
多
く
は
同
後
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
収
集
品
で
あ
る
。
ま
た
、
技
法
は
す
べ
て
「
木
版
捺
染
」、

染
色
「
媒
染
・
防
染
」
と
な
っ
て
い
る
。
解
説
に
よ
る
と
、「
工
程
は
古
法
に
近
い
が
、
染
色
に
は
化
学
染

料
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
的
な
特
色
を
保
っ
て
き
た
文
様
は
し
だ
い
に
忘
れ
さ
ら
れ
、
現
代
の
市

場
の
要
求
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
」
（
二
五
一
頁
）
と
い
う
。
以
上
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

比
較
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
染
め
の
技
法
と
文
様
は
今
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日
に
至
る
ま
で
、
脈
々
と
し
て
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
村
の
染
織
職
人
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
伝
統
工
芸
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

３
　
労
働
投
入
の
型

　
全
体
の
技
法
の
体
系
が
「
染
色
」
と
「
捺
染
」
の
基
幹
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
熟
練
と
専

門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
こ
れ
ら
の
作
業
は
成
人
熟
練
職
人
が
、
そ
の
他
個
別
の
作
業
（
技
法
）
は
子
ど

も
達
未
熟
練
労
働
が
関
与
す
る
部
分
と
な
る
。
わ
た
く
し
は
一
九
九
四
年
、
同
じ
地
域
で
大
略
こ
の
よ
う

な
工
程
を
観
察
し
た
が
、
工
程
⑤
「
捺
染
」
の
主
要
部
分
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
の
工
程
に
子
ど
も
達
の
働

く
姿
を
み
た
。
更
紗
の
製
作
工
程
は
基
本
的
に
は
⑤
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
は
成
人
熟
練
職
人
が
、
そ
れ

以
外
の
工
程
は
成
人
男
女
（
熟
練
・
未
熟
練
）
と
子
ど
も
、
そ
し
て
家
族
全
員
が
担
う
分
業
の
姿
を
み
た
。

そ
れ
は
技
術
の
特
性
か
ら
く
る
労
働
投
入
の
違
い
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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む
す
び
―――
砂
漠
の
地
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
か
ら
の
贈
り
物

　
砂
漠
の
国
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
、
そ
し
て
地
図
名
に
な
い
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
方
は
日
本
人
に
多
く
の

贈
り
物
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
染
織
技
術
で
あ
る
。
じ
つ
に
多
く
の
染

織
美
術
家
が
こ
の
地
を
訪
ね
、
わ
が
国
の
「
ジ
ャ
ワ
更
紗
」
製
作
技
法
の
源
流
と
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
染
め
の
源
流
に
も
出
会
い
を
求
め
た
。
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
方
の
地
方
都
市
に
今
も
残

る
建
造
物
（H

avelis
）
の
壁
画
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
も
ま
た
、
強
烈
な
文
化
と
の
遭
遇
が
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
地
元
出
身
の
女
流
作
家
ト
リ
プ
テ
ィ
・
パ
ン
デ
ィ
（TriptiPandey

）
が
初
期
の
作
品W

here
Silence

Sings

の
な
か
で
詠
う
「
静
寂
の
歌
」
に
惹
か
れ
て
こ
の
地
を
訪
ね
る
旅
人
も
多
い
。
砂
漠
の
地
か
ら
の
贈

り
物
と
は
こ
の
地
を
舞
台
に
く
り
か
え
さ
れ
た
、
悠
久
の
歴
史
、
王
国
の
興
亡
、
文
明
の
交
差
と
衝
突
、
多

民
族
の
融
合
な
ど
が
生
み
出
し
た
、「
砂
漠
の
民
の
感
性
」
そ
の
も
の
だ
。

　
わ
た
く
し
も
ま
た
、
幾
つ
か
の
贈
り
物
を
発
見
し
た
。
本
章
の
な
か
で
紹
介
し
た
工
芸
品
の
な
か
に
砂

漠
の
民
が
創
り
あ
げ
た
、
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
と
い
う
「
地
域
感
性
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
一
つ
目
は
サ
ン
ガ
ネ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
ト
、
伝
統
的
デ
ザ
イ
ン
の
三
種
類
の
ベ
ッ
ド
・
カ

バ
ー
で
あ
る
。
砂
漠
の
な
か
に
緑
の
世
界
を
求
め
る
幻
想
が
生
ん
だ
不
思
議
な
花
模
様
が
印
象
的
だ
。
二
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つ
目
は
砂
漠
の
蒼
空
に
騎
馬
民
族
の
勇
姿
を
映
し
出
す
ミ
ー
ナ
カ
リ
・
バ
ン
グ
ル
の
エ
ナ
メ
ル
塗
り
（
焼

付
け
技
法
）
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北
西
バ
ダ
ッ
ク
シ
ャ
ー
ン
州
（B

adakshan

）
に
産
す
る
最
高
品
質
の
ラ

ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
の
粉
末
エ
ナ
メ
ル
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
蒼
を
表
現
す
る
。
三
つ
目
は
ラ
タ
ン
ガ
ー
ル
・
ア

ン
ク
レ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
「
涙
一
滴
の
逆
さ
吊
り
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
」
（Inverted

TearD
rop

A
nklets

）
と
い
う

作
品
で
あ
る
（
写
真
八
六
頁
）
。
こ
れ
は
球
状
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
形
が
独
特
で
あ
っ
て
、
涙
一
滴
を
逆
さ

吊
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
決
し
て
涙
を
流
す
こ
と
の
な
い
人
生
を
願
う
娘
の

祈
り
と
い
う
高
度
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。

　
シ
ェ
カ
ワ
テ
ィ
の
大
地
は
ま
た
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
数
多
く
の
企
業
家
商
人
を
輩
出
し
、
マ
ー
ル
ワ
ー

ル
（M

arw
ar

）
地
方
出
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
、
ビ
ル
ラ
ー
財
閥
を
築
き
上
げ
た
企
業
者
精
神
に
富
む

土
地
で
あ
る
。
マ
ン
ダ
ワ
（M

andaw
a

）
や
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ヌ
（Jhunjhunu

）
の
町
々
に
今
に
残
る
壁
画
の
館

ハ
ベ
リ
ス
（H

avelis

）
は
か
れ
ら
の
父
祖
達
が
残
し
た
富
の
遺
産
で
も
あ
る
。
こ
の
大
地
に
は
企
業
家
精

神
と
い
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
砂
漠
の
民
の
感
性
」
を
見
出
し
た
こ
と
が
わ
た
く
し
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
贈
り
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
章
が
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
は
必
ず
や
克
服
で
き
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
確
信
に
も
近
い
思
い
を
抱
い
て
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
る
こ

と
と
し
た
。
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
最
後
の
夜
、
サ
モ
ッ
ド
・
宮
殿
の
屋
上
か
ら
み
た
満
天
の
星
座
の
輝
き
が
、
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い
ま
も
、
鮮
明
に
眼
に
焼
き
つ
い
て
お
り
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
サ
モ
ッ
ド
村
は
灯
火
が
消
え
、
や
み
に

包
ま
れ
た
静
寂
の
世
界
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
、
酷
暑
の
日
、
と
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
の
記
録

に
あ
る
。

注
（
１
）
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
（Shekavati

）
地
域

シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
地
域
の
社
会
史
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
好
著
。Francis

W
acziarg

and
A

m
an

N
ath,1982.R

ajasthan:

The
Painted

W
alls

ofSheikaw
ati

お
よ
びPankajiR

akesh
&

K
arok

L
ew

is,SH
E

K
AW

ATI:R
ajasthan’s

Painted
H

om
es

(D
elhi:L

ustre
Press

Pvt.L
td.1995)

写
真
と
解
説
文
が
よ
い
。
壁
画
画
家
田
村
能
里
子
女
史
を
魅
了
し
た
街
ジ
ュ
ン
ジ
ュ
ヌ

（Jhunjhunu

）
や
マ
ン
ダ
ワ
（M

andaw
a

）
の
城
下
町
を
中
心
に
、
壁
画
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
館H

avelis

を
扱
う
好
著
で
あ
る
。

参
考
と
な
る
地
誌
案
内
、R

ajasthan:E
verym

an
G

uides

お
よ
びA

H
andbook

for
Travellers

in
India,Pakistan,B

urm
a,

C
eylon

(L
ondon:

John
M

urry
L

td.,1859)

初
版
本
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
醸
し
出
す
歴
史
と
文
化
の
「
風
」
を
読
み
取
る

上
に
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
出
身
の
旅
行
作
家TriptiPandey

の
作
品
三
点
を
挙
げ
る
。W

here
Silence

Sings.R
ajasthan’s

Silver
Jew

ellery:
A

Living
Lagacy

(N
ew

D
elhi:R

upa
&

C
o,2003)

お
よ
び
、
共
著
、TriptiPandey

and
Toby

Sinclaire.

R
ajasthan

(N
ew

D
elhi:U

B
S

Publisher’s
D

istributors
L

td.,1982)

、
一
九
世
紀
金
融
資
本
家
集
団
を
輩
出
し
た
マ
ー
ル
ワ

リ
（
族
）
の
社
会
史
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。A

nne
H

ardgrove.
C

om
m

unity
and

P
ublic

C
ulture:

The

M
arw

aris
in

C
alcutta,1897–1997

(N
ew

Y
ork:C

olum
bia

U
niversity

Press,2004)

。

　
（
２
）
伝
統
工
芸
品
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Jasleen

D
ham

ija,Indian
Folk

A
rts

and
C

rafts
(N

ew
D

elhi:N
ationalB

ook
Trust,2002)

お
よ
び
、
名
著
と
も
言
わ
れ
る

つ
ぎ
の
古
典
書
。A

nanda
K

.C
oom

arasw
am

y,The
Indian

C
raftsm

an
(N

ew
D

elhi:M
unshiram

M
anoharlalPublishers

Pvt.L
td.)

初
版1909.

序
文A

lvin
C

.M
oore,Jr.

生
産
工
程
の
分
業
と
カ
ー
ス
ト
制
の
関
係
を
示
す
農
村
社
会
の
実
態
を
調
査
し
た
つ
ぎ
の
現
地
報
告
論
文
参
照
。
大
岡
幸
子

「
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
の
ス
イ
ハ
ー
ナ
ー
村
に
見
ら
れ
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ
関
係
」「
ア
ジ
ア
経
済
」
第
一
五
巻
第
九
号
（
一
九
七

四
・
九
）
七
六
〜
九
八
ペ
ー
ジ
。

　
（
３
）
教
育
機
会
の
欠
乏
。
州
別
、
県
別
の
詳
細
は
中
央
政
府
の
初
等
教
育
統
計
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
。

A
run

C
.M

ehta,E
lem

entary
E

ducation
In

India:
W

here
D

o
W

e
Stand?:

D
istrictR

eportC
ards

2005–06
(N

ew
D

elhi:

N
ationalU

niversity
ofE

ducationalPlanning
and

A
dm

inistration,2007).Vols.1–2.

　
（
４
）
伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

Shyam
A

huja,others,D
hurrie:

F
latw

oven
R

ugs
ofIndia

(M
um

bai:India
B

ook
H

ouse,1999).

C
.S.G

upta,R
ajasthan,C

arpets
ofJaipur

(N
ew

D
elhi:C

ensus
ofIndia,1961).

A
sha

R
aniM

athur,Indian
C

arpets
A

H
and-K

notted
H

eritage
(N

ew
D

elhi:R
upa

&
C

o.,2004).

E
.G

ans-R
uedin,Indian

C
arpets

(L
ondon:T

ham
es

and
H

udson,1984)

　
（
５
）
伝
統
染
織

ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
民
族
学
博
物
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
解
説
書

M
arie-L

ouise
N

abholz-K
artascho

ff,G
olden

Sprays
and

ScarletF
low

ers:
TraditionalIndian

Textiles
from

the
M

u-

seum
ofE

thnography,B
asel,Sw

itzerland.

日
本
語
版
『
ス
イ
ス
バ
ー
ゼ
ル
民
族
学
博
物
館
蔵
イ
ン
ド
の
伝
統
染
織
』
と
み

た
の
り
子
・
熊
野
弘
太
郎
訳
、
紫
紅
社
、
一
九
八
六
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畠
中
光
亮
編
著
中
富
貴
陽
子
解
説
『Textile

ofIndia

イ
ン
ド
の
染
織
』
京
都
書
院
、
一
九
九
七

畠
中
光
亮
編
著
『
イ
ン
ド
染
織
美
術
』
京
都
書
院

吉
岡
常
雄
『
印
度
更
紗
』
一
九
七
五

―――
『
イ
ン
ド
の
染
織
』
一
九
七
八

安
藤
武
子
『
イ
ン
ド
染
織
の
旅
』
源
流
社
、
一
九
八
八

岩
立
広
子
『
イ
ン
ド
砂
漠
の
民
と
美
』
用
美
社
、
一
九
八
四

―――
『
イ
ン
ド
大
地
の
布
―――
岩
立
広
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
写
真
集
）
二
〇
〇
七

　
（
６
）
技
能
継
承
の
歴
史

つ
ぎ
の
二
つ
の
権
威
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
作
年
代
や
製
作
品
の
用
途
、
そ
し
て
製
作
技
法
の
共

通
性
が
わ
か
れ
ば
今
日
に
み
る
類
似
の
作
品
と
の
あ
い
だ
に
、
い
わ
ゆ
る
技
能
継
承
の
連
続
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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表A.スイスバーゼル民族学博物館コレクション
図版番号 名　前 制作年代 素材 技　法

96 覆い布／ 18世紀 木綿 木版押捺　媒染　西染
掛布〔部分〕 木版染（緑）金箔押し

銀糸のリボン付き
97 更紗布〔部分〕 18世紀後期～ 木綿 木版押捺　媒染　西染

19世紀初期 木版染（青、緑、
ベージュ、茶）

98 儀式用布〔部分〕 18世紀後期～ 木綿 木版押捺　媒染　西染
19世紀初期 モスリン

99 更紗布〔部分〕 18世紀後期 木綿 木版押捺　媒染　西染
木版染（茶、黄色）

100 更紗布〔部分〕 19世紀初期 木綿 木版押捺　媒染　防染、
西染　藍染（地）、
木版染（黄）

101 更紗布〔部分〕 1785年 木綿 木版押捺　媒染　西染
〔刻印〕 モスリン

黄色系染料染（地）
102 更紗布〔部分〕 19世紀後期 木綿 木版押捺　媒染・防染、

西染　藍染、
木版染（黄）

出所：前掲書Marie-Louise Nabholz-Kartaschoff, Golden Sprays and Scarlet
Flowers: Traditional Indian Textiles from the Museum of Ethnography,邦訳「イ
ンド染織概説」235–292ページ。『スイス　バーゼル民族学博物館蔵　インド
の伝統染織』とみたのり子・熊野弘太郎訳、紫紅社、1986。

表B.畠中コレクション
図版番号 名　前 制作年代 素材 技　法

26 掛布 19世紀初期 　木綿　木版押捺・媒染・防染　
27 断片 19世紀後期 同上 以下同じ
28 布地 同上 同上
29 覆い布 同上 同上
30 台座カバー 同上 同上
31 布地 同上 同上
32 布地 19世紀後期～ 同上

20世紀初頭
33 布地 19世紀後期 同上
35 断片 19世紀後期～ 同上

20世紀初頭
36 被衣（ドォパタ） 20世紀初頭 同上
37 被衣（ドォパタ） 同上 同上
38 被衣（ドォパタ） 20世紀初頭 同上

出所：畠中光享編著中富喜陽子解説『Textile of Indiaインドの染織』京都書
院、1997年。
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